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平成4年4巧18日現在 
* 巧常務理事 
〇巧委員長 


頭間 6 - 
参み 7 


先月号でご紹介 
した新理事のみ祖 
が4月18日の臨時 
理事会で次のよう 
じみをし業務を開 
始しました。 

を委員会のメン 
バーは各委員長の 
もとで候補者を選 
考中です、5月16 
日の常務理事会で 
ホをし活動を開始 
する予をです。 


曰本レフェリーオリンピック初出場決定 

まる4巧25日から日月1日の間、パ、ルセロナにわいて開催されたトップレフェリークリニ 
ックに国際ハンドボール連盟の氏名で参加した島田房二、後藤登両氏は、参加20ペアの中か 
ら選ばれた12ペアのレフェリーとしてバルセロナ•オリンピックへの出場が決定しました。 

日本の ハン ド ボールレフ ュリーがオリ ン ピックに出場するのはネリめてであり、みなさまと 
この快挙を喜ぶ t t もに両氏のご活躍に最大の応援をしたいし思います。 

なお、化場が決定したペアは次の12ヶ国です。（クリニックの報告は14ページに） 

デンマーク、スペイン、フランス、ドイツ、日本、旧ソ連、ノルウェー、ポーランド、ス 
ウェーデン、ユーゴ、ベルギー 

し時）曰本八ンドボール協含镇員分拒決定 
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くらしひろげるジ c ス3の力ード 



ファッシヨンカ、ら食品まで 
サインひとつでゎ買慨 

ご入を手続きら巧単です。 

わ気悼にわ中込み 
ください。 


おまもいもいろいろ 

•月々のわまれぃがラクな 

リボルビングもい 

•手な巧なしのわトクな 

一回达 L 、 

•お求めはいま、わま仏ぃは 

ボーナスー■短化い 

、わ中し込み、わ巧ぃな甘は、ジャスコ巧•店 
サービスカウンター义は、貼らち巧にわたず 
むください。 
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新理事の抱負 


禱担当常務輩 


植村 繁 



W 余年の間、多くの先輩のご努 
力で発展を続けてきた日本ハンド 
ボール協会の理事を仰せつかり、 
その責任の重大さを認識するにつ 
れおのような未熟者にこのような 
大役が勤まるものかと不をでいつ 
ぱいですが、多くのかたがたのご 
推薦をいただいた3上、何として 

もこの大役ををうしなければと決 

意を新たにしているホ第です。 

マィナーからメジャーへの掛け 

声のもと、今まで欠けていた企業 

性、国際性をどのように育ててい 

くのかが新執行部に任された最大 

の課題だと思います。 

限られたほんの僅かの人数で取 

り組むのではなく、多くの方々に 

参加していただける開けた協舍、 

風通しの良い協会にするため委員 

を制度の充実を圓つていきたいと 

考えています。 

今まではどちらかというと経験 

豊富な方々で構成されていました 

が、これからは若い方たちにも大 


いに活躍していただく場を作る努 
力もしていきたいと考えています。 

ひとつひとつの委員会が活発に 
活動した場合、ともすると独りよ 
がりになりがちです。今までな上 
じ横の連携を重視していく必要が 
あります。 

私ども理事は、自分の担驾する 
業務を遂行するだけではなく常じ 
横の連携に意を用いていきたいと 
思います。 

しかし、何をするにしてもまず 
足元を固めなければ何もで きませ 
ん。そのためにも、今回担当する 
ことになりました総務はみなさん 
が思ぅ存分活躍できる足場作りが 
最大の任務だと考えています。 

年々増加する事務量、他面体と 
の調整業務をいかにスピ！ディに 
こなし、加盟協会•連盟とのより 

良いコミュニケ—ション作りをす 

ることが我々総務、事務局の任務 

だと思います。みなさんの一層の 

ご協力とご指導をお願い申し上げ 

ます 


が務•アジア大会祖当常務理事 

山下 泉 



この度、はからずもが務及びア 
ジア大会担当常務理事に選任され、 
光栄に感じると同時に、その菁任 
の重大 さを 痛感しております。 

昨年8巧、広島で開催されたア 
ジア選手権大会の実斤委員長を命 
じられ、日本滿会の理事の方々の 
ご指導や全国ハンドボーラーのみ 
なさんのご支援、また、広島県協 
厶五のみなさまのご協力により、大 
会を無事終了する ことができ まし 
た。 

お陰様で大会は大成功といぅ評 
価をいただきました。関係者の方 
々に厚く御礼申し上げます。 

広島県協会は、この大会の準備 
のため、2年間、また残務整理に 
6ヶ月を必要としました。平成6 
年 W 月の広島アンア大会は、この 
貴重な経験を生かし、頑張りたい 
と思います。引き続きご支援のほ 
どお願い致します。 

一方、が務祖当となると全く自 
信がありません。ただおにできる 


だけの努力でお世話をさせていた 
たき、お許しを願うしかないとい 
うのが正直な感想であります。 

肩が張らず、裸になって、当た 
ってくだけろの気持こそ大切では 
ないかと思っています。 

燃えない 口 I ソクは口 ！ソクで 
はありません。 燃えない指導者 も 
同じです。一生懸命やらないもの 
にやり がいのわかるはずが ありま 
せん。 

全国のハンドボーラ！のハ—卜 
に火をつけ、潜在パワーを引き出 
して行動し、燃える集面、燃える 
協会を願っています。 

バレー、サッ々—に追いつけ、 
追い越せをモットーに頭張りたい 
と思います。 

を日本チームの海外遠征費用を 
まだ選手個人に負担を課すようで 
は、日の丸を胸につけ戦う 誇りと 
責任は生まれません。日本リ—グ 
を繁栄、充実させ、全日本チ I ム 
を強化させる ことが 早道 だと 考え 
ています。 

その結果、底辺がが大し、が政 
も自然とぞ定してくるものと思い 
ます。 

広 島と いう地方都市に在住し、 
理事のみなさまに大変ご迷惑をお 
かけする ことと 思いますが、 よろ 
しくご指導のほどお願い致します。 
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新理事の造負 


スポータマンのベストコンデ f シヨンをお約束すんシャンピアホテル0 



■料を(税込） 

シングル A . 7,980円 

シングル B . 8，180円 

ダブ/レ . 13,900円 


ツイン" 


-13, 590巧 


己’ンピア JK 巧レ名古屋 


如 anpia 



■料を(税込） 

シングル . 8,870円 

ダブル . 15,450円 

ツイン . 15,450円 


于460名古屋巿中区錦 2-20- 日代表巧 052(203)5858 

•交通巧下おま山お伏見巧より東へ巧ホ5み 

地下铁ま山おホ巧より西へ巧ホ8みタクシーはを古屋巧より8み 

■設備のご案内 •ミーティンタレーム•全自動洗濯機•乾燥機設厦 ♦VHS ビデオ設置 
♦ ^トンピアホテルホ坂 • 己*トンビアホテル青山 ■ シトンビアホテル化府•姉はホた 


ンビアホテル大阪 


干 530 大阪市化区南扇町 6-23 代表巧 06(3 に)5151 

•を通おお操巧大巧巧からタクシーで10み 

大巧空港からタクシーで20み(お神宮速）大阪がかち馬町まで巧ホじみ 


KOIjON hotel お国、慶州(キョンジュ巧）をを事巧巧做け586-巧71 


指導担-* E 務理事 

大西武111 



この度、再び理事を務めさせて 
いただくことになりました が、責 
務の重大さとい ぅものを 非常 じ 強 
く持ち、期待に添わなければなら 
ない といぅ 気持ちでいっぱいです。 

指導•方を委員会の名のもとで 
指導者の育成を中んに活動してい 
ましたが、今回ほど指導者の連帯 
やハンドボールにがする基本理念 

の統一の課題解決が急務と思われ 

たことはありません。 

強化にしても普あにしても指導 

者の存在がこの大きな化事を可能 

ならしめるものであり、指導者の 

連帯と向上ほど今の日本にとって 

大事なものはないと思っています。 

ハンドボールが他のスポ—ッに 

化して発展していくためには、ハ 

ンドボ！ルの技術や戦術、そして 

そのトータルとしてのゲームかす 

ばらしいものでなくてはなりませ 

ん。やる人、見る人の、心を引きつ 

けるものでなければなりません。 

特に、教育としてのハンドボ—ル 


である小、中、高校じがして、完 
成お、あるいはそれに近い大学、 
日本りー グ、ナショナルチームの 
ハンドボールは、関係者だけでな 
く、すべての人々を魅了するハン 
ドボールでなければ真の意味での 
発展は難しいのです。 

そこで、今 I を問題になってい 
るのが指導体系の一貫化です。小 
学校の指導者からナショナルチー 
ムの指導者まで あらゆる 層の指導 
者が おられる わけですが、それぞ 
れでの段階の指導の成果がその段 
階で終わって しまぅことなく、 ま 
た意識するしないにかかわらず日 
本のハンドボールの普及や強化に 
つながっていかなければ なり ませ 
ん。 

指導体系の一貫化のためには、 
その中身になるな術•戦術の体系 
をまず明らかにしなければなりま 

せん。私としては、各都道府県、 

連盟として公認指導者の養成や研 

修会を行い、それを通してあらゆ 

る層の指導者とともに技術•指導 

体系の完成を目指して努力してい 

きたいと思っています。 

なじぶん非力でありますが、指 

導委員会のメンバ！とともに頑張 

りたいと思いますので、みまさま 

のご支援をお願い申し上げます。 


強化担当常務理事 

井 



強化委員会をほ当します。どう 
ぞよろしくお願い致します。 


バルセロナのオリンピックがい 
よいよ始まりますが、男かナシヨ 
ナルチ I ムは出場できない悔しさ 
を胸に4年後のアトランタに向け、 
再挑戦のスタートを切りました。 

ナショナルチームの目標は、才 
リンピックの出場とメダルの獲得 
を最大のものとしますが私はこ 
の他に強化の過程、存在そのもの 
が全国のハンドボーラーに誘りと 
夢を与えるものでなければならな 
いと思います。 

ジュニアを含めスタッフにはご 
苦労をかけますが、その活動を可 
能な限りまえる強化委員会であり 
たいと思います。 

そして、ホの一一一点を当面の方向 
づけとして提唱したいと思います。 

①指導体制の一貫化 
「韓国の成功は、底'辺から頂点ま 
でのすベてのプレーャーが共通の 
基本技で結ばれている」 


これはが善•方法委員会のメィ 
ンテーマでもありますか、確立に 
強化も積極的に参画、ナショナル_ 
ジュニアのプレーヤーが不可欠の 
基本技を率先実践することで浸透 
を加速させたい。 

③高校指導者のスタッフ参加 
たとえば、春の選拔大会の優勝 
の指導者をスタッフの-員として 
位置付け、海外遠征や合宿等に随 
時参加、フィードバック効果を期 
待してたい。が象となる大会をま 
急検討したい。 

③ナショナルスタッフの評価 
スタッフは世界選手権、オリン 
ピックを周期に巧期を定めている 
が、チ—ムを強化、向上させる人 
の任期の長期化、反面、年こそが 
勝負で ある 厳しさも反映させて、 
強化部、協会で基準を設定して年 
ごとの評価を下し、かばい合ぅ体 
質を排除したい。 

日本の代表チ I ムが、アジア、 
世界の強国に追いつくためにも皆 
様のご理解とご協力をお願い致し 
ます 


























於こんではう牲巧です 

巧をなことを、巧きなだけやって t 、るうちに、ここまできた。 

巧白 L 、なホ、くや U 、な、うれ U 、なと S って t 、るうちにここ口、た。 

ボ ー ル1、つこあれは、；中になれるポクたちは、きっと天下無巧のきせまなんだ、とま t 、ます。 


Tangd 

HSH 3 AD タンゴ 3そ ¥6,000 

■でが皮 f 担る•モ g い 

日本リーグ另子拉さ巧 


molten 


* ままな IF が f み 

東を本れ i をが星田区冷リは T が-?于1泌巧が满25~7谢巧 
大化•ををミ•巧巧•にも仙を•化な.リノ USA， デュッセルドルフ W.G 



おが審判の道を目指したのは、 
教員になりたての昭和 W 年、熊本 
のィンターハィに都立神代高校の 
巧女をつれて参加—3たときのこと 
である。 

当時の審判は、実にひどかった 
(ような気がする)。ハンドボー 
ルの技術で勝負ではなく、荒いプ 

レーや審判の中立性が失われた笛 

がまかり通っていた。 

お陰で、女子の GK は大腿骨の 

骨が、男子のエースも救急車で運 

ばれるという不運に見舞われた。 

スポーツには怪我がつきものとは 

いうものの、ああいう審判員がい 

ては怪我をしないほうがおかしい。 

これではダメだ。とおは審判の世 

界へ……。 

世界でも私が経験したようなこ 

とが起こっており、日本が不参加 

したモスクワ•オリンピックでは 

この荒い、汚いハンドボ！ルは頂 

点に達した。歴史は日本でも、世 

界でも同じなんだなあ、と実感し 


た。 

私が初めてインターハイに参加 
してはや巧年が過ぎ、ハンドボー 
ル界も発展したものだ。特に、審 
判では1981年に IHF がクリ 
!ンハンドボールを巧ち出し、段 
階的罰則の適用……悪いプレーは 
警告から退場、そして失格へと進 
む、といぅ考えで、ハンドボール 
が力から技術の勝負へと変わり世 
界的に目覚ましい発展を遂げた。 

この考えから、審判員は自分の 
ハンドボ—ル観が笛に現れるよぅ 
になった。 

この年から世界も日本も監督と 
審判員の巧立があったりしながら 
現在のクリーンでスピーディなハ 
ンドボ—ルへと発展させてくれた 
先輩方、審判関係の審査委員.ブ 
ロック審判長•連盟審判長•ル— 

ル研究委員•都道府県の審判長、 

そして国隙審判員•各審判員の多 

くの 方々にがし、ムから敬意を表 

します 

しかし、審判界では、まだまだ 

やるべきことが山積みしています。 

今後ともほんの少しの努力を惜し 

まず、力を合わせて審判技術の追 

求と、審判員の地位の向上 目指し 

て頑張りましよう。 

よろしくお願い致します。 


国際担当常務理ま 


が野奉昭 



国際を員会は、世界•アジアの 
ハンドボ！ル界の発展に寄与し、 
日本ハンドボ！ル界の国際活動を 
充実させるため、おの事項を目的 
として活動する。 

1、 国際ハンドボール連盟への 
参加•参画 

2、 アジアハンドボール連盟へ 
の参加•参画 

3、 世界ハン ドボー ル界の動向 
調査と情報分析 

4、 財団法人日本ハンドボール 
痛会各委員会の国際活動のサ 
ポ I 卜 

日、日本ハンドボール界の世界、 
アジアにおける地位確保に関 
連する諸展開 

また、目的を巧滑に遂行するた 
めに次の委員をを置く。 

1、 ネ部委員 

2. 、海外駐在員 

世界やアジアの中で、日本のハ 
ンドボールの位置をどう高めるか 
が第 j の目的であリ、激動する國 


際情勢をどぅ分析、対応するかが 
第二の目的である。 

そぅした中で各分歐の方々が、 
国際的な場所で活躍し、知名度を 
高める必要があり、 IHF•AH 
F 会議等への参加はたかせない。 

また、海か駐在員は各大学、名 
企業の〇 B に協力体制づくりの必 
要性を考えている。 

国際委員会は他の委員会と違い- 
国際姐当常務理事を助けるための 
プロジ卫クトチームと考えた方が 
いいし、国際担当常務理事(国際 
委員会)は決して翻訳.通訳グル 
—プでないことを申し上げ、国際 
委員会の夢として、世界選手権の 
日本開催の研究を進めてみたい。 

限られた1年の中で、いろいろ 
ありますが頑張ります。 


















合宿-国内外遠征巧ら 
ご家族の旅行まで 
なんでち手配致します 



夕 為;役;;品 


株式会社ェモック•エンタープライズ 


干105東京都港区西新橋1 -17 - 4 Y • K ビル1 F 

TEL : 03-3507-9777 FAX : 03-3507 — 9771 
運輸大臣登録旅行代理店業第6018 
一賊旅行業務取扱主任者田川正巧 


新理事の抱負 


企画祖当常務理事 

木野 実 



この度企画理事の大役をおおせ 
つかりまして、身の引き締まる思 
いであります。 


しかし、日本協会に課せられた 
ことは、強化と普な、この2本お 
をいかじ発展させていくかといっ 
た点にあり、オリンピック出場の 
機会を逃した今、しっかり足元を 
見つめ直す絶巧の機会であると感 

じております。 

ハンドボール隆盛のためには、 

一つには、男女の全日本チ I ムが 

十分活躍できる体制づくりを、強 

化、国際、広報、普及、審判等の 

部門とも速携をとり、全日本チ I 

ムが真の私たちのチームであると 

いぅ認識を今まで1$上に植ぇつけ 

ることで、協会挙げて各連盟はじ 

め関係の方々と協力しあって支援 

できるょぅ努力していく所存です。 

国際かを言われて久しくなりま 

すが、今や欧州からグロ！バルな 

ハンドボ I ルへと発展し、しかも 

この4〜5年のアジアの隆盛は目 


を見張るものかあるご i はこ承知 
のとおりです。アジア、世界から 
も取り残されないためにも、協会 
がアジアでイニシアタイプをとれ 
るよう、 3〜5年先を見越した事 
業計画の確牢をめざして取り組ん 
でいきたいと思います。 

全日本チ—ムが国内において披 
露する機会が異常に少なく感じて 
いたのは私だけではないと思いま 
す。チー ムも 選手も期待されてい 
るあ援されているということを 
選手自身が強く感じ、誇りを持て 
るよう、そして国内の試合でも多 
くの観客動員をまず図っていき、 
いい舞台づくりで選手が 人に 感動 
と共感ををえ るフレ I がをまれ お 
てくるものと 思います。そして、 
マスコミの 方々 にも ハン ドボ 1ル 

の魅力を一層理解していただける 
第一歩にしていければと思います。 

これらのことは全国各都道府県 

協会や各連盛のご支援、ご協力な 

くして実現できませんし、日本協 

を内部の各セクションとのスピ！ 

ディな連携プレーが一層必要にな 

ってきますので、情報の共有化を 

図りながら前進していきたいと考 

えます 

未熟で非力ではございますが皆 

様方のご指導、ご鞭撥をいただき 

ながら協会発展のため頑張ってい 

く所存ですのでよろしくお願い申 

し上げます。 


普及祖当常務理事 

か西博喜 



はじめに前任者•伊藤和夫普及 
部長が小.中学生普及の推進者と 
して？3世紀を目指す将来への布石 
を巧っていただきましたことに深 
甚の敬意と感謝を申し上げます。 

この度微力ながら普な担当の大 
役をご推薦いただきその責任の重 
大さを痛感致しております。とり 
わけ、全国小学生大会は昭和 S 年、 
京都国体と同じ年に第1回大会を 
京都府田辺町で開催して3来、町 
民の皆様のご理解により本年は5 
回大会の記念すべきフシ目を迎え 
ました。 

とは申しましても、参加数は昨 
年の第4回大会で男子 U 府県、か 
子 W 府県程度の参加で全都道府県 
参加までにはほど遠い道のりを感 
じますが、每年大きな期待を寄せ 
ております。 

特に不参加の理由としては、経 
済的負担が大きいこと、小学生が 
象の社会体育指導者が少ないこと 
など地域の特殊性や学校体育との 


諸事情もかぇわった問題が考えら 
れます。したがって、この大会を 
00ヵップ大会に移巧する経済的 
支援方法も具体的に檢討される段 
階にホているともいえます。 

また、全国中体連ハンドボール 
大会の開催が検討されており、将 
来への大きな期待がかかっていま 
す。 

現代っ子の多様化するスポーッ 
競争社会の中で、スポーッ少年団 
の育成は容易ではなく、小.中学 
生登竜門への指導過程でハンドボ 
1ル指導者のご苦おは並大抵では 
ありません。 

今後、小•中学生の国内普あ活 
動を中んとして、 さらに 指導強化 
につながる少年少女の育成と普及 
にま点を置かなければ将来的な選 
手育成は不可能であります。 

そのためじもアジア地域スポー 
ッ六乂流事業開催に向けた組織体制 
づ くりが 必要で あろぅかと 思い ま 

皆様の永年のご努力によって築 
きあげられました自本のハンドボ 
I ル界がメジャ^—スポーツとして 
認知され、 ィメ I ジアップするハ 
ンドボ！ルに発展しますよぅ前任 
者に変わりませぬご理解を賜りた 
くよろしくお願い申し上げます。 


一日一 
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日本リーグ巧当常務埋事 

西巧亮治 



第^回を迎える日本リーグ もい 
よいよ6月6曰からスタ ー.^ ^しま 
す。昨年同様 I 部男子 8 チ I ム、 
女子6チーム、二部男子8チ I ム' 
女子6チーム(日本ビクター復帰) 
による前後期2回総当たりゲ—ム 
を2 月挑まで 全国；}; 会錫で 熱戦を 
繰り広げます。 

今回め特徴として、男子一部が 

プレ！オフ制をリーグあ上初めて 

採用します。リーグ戦総合成績1 

〜3位のチームがプレ I オフに参 

加、まず2位と3位がが戦、その 

勝者が1 位と 対戦し、 日本り！ グ 

の優勝を競います。 

これはマスコミが策の一環とし 

て採用するもので、優勝決定戦は 

テレビで放映される予定です。 

また、今回のプレーオフでサド 

ンデス制 も 試行いたします。第一 

延長は正規で行い、第二延長は2 

点連取したチ—ムが勝ちとする方 

式でかわてより本戦での採用を検 

討していたものですが、プレーオ 


フで試斤することになったもので 
す。 

男子は、前回7年ぶり8回目の 
優勝を遂げた大同特殊鋼を軸に他 
の7チームも実力伯仲し、戦国模 
様が予想されます。 

また、 女子も6チ^ —ムがをく互 
角の戦力で、男子同様混戦が予想 
され、男女とも、目が離せないゲ 
1ムが展開され大いに盛り上がり 
が期待されます。 

日本 リ I グ巧普 6 年目に なりま 
ずが、 リ J グの活性化、 メジャ} 
への挑戦をスローガンに種々の活 
動、新機軸を展開してきました。 
それはそれなりの 効果はあった と 
自負して おり、その 基盤は整った 
と 考えて おります。 

第 S 回 S 降は、その基盤をもと 
にさらなる発展を期すべく、 メジ 

ャーへの本格挑戦を主体に活動し 

ていきたいと考えております。 

具体的施策として、ホ—ム&ア 

ゥょィの拡大、マスコミが策の強 

化扼大、ファンサービスの拡充を 

斤っていきます。いずれの施策も 

り！グ運當委員会のみの努力だけ 

では達成面難でございます。日本 

協全の総力、各都道府県協会はじ 

め関係各化のご協力、加盟チーム 

ファンの絶大なる.ご支援、ご支持 

が不可欠でございます。 

日本りーグは不滅です。 I 歩一 

歩着実に邁進してゆく所存でござ 

いますので、ご指導ご鞭健のほど 

よろしくお願い申し t 子ます。 


広報担当常務理事 

恩田健 



最近「異業種間交流」の記事や 
広告を見かける。企業活動におい 
て部、課を超え、あるいは、会社 
を超えた人的交流を図り、見識、 
発想の転換を目指すものとされて 
いる。要は、今までの一つの枠か 
ら飛び出し、外から違ぅ見方ので 
きる人と意見交換、情報交換にょ 
り発展を目指すことである。 

1年前、あるマスコミの方から 
アィスホッケ I とバドミントンの 
監督を紹介されたのがきっかけと 
なり、3後、各方面、スポーッ関 
係の方々との「異業種間交流」を 
始めた。みなさんのハンドボール 
に対する意見をまとめると、スピ 
I ド感があり得点が短時間で入る 
ので目が離せない といぅ ことで I 
致していた。 

また、観客にとって、反則が理 
解しづらいこともわかった。この 
点は、アィスホッケ—での反則の 
場内アナウンスを参考にできるの 
ではないかとのこと…… ETao 


バルセロナ•オリンピックを間 
近に控えて、「異業種間交流」で 
の話題は、オリンピック関連のこ 
とばかり。出場できない悔しさ、 
残念でしかない思いが、全国のハ 
ンドボールファンや関係者から伝 
えられている。 

テレビ、新聞では、毎日の よう 
にバルセロナ関連の記事、ニユー 
スが報道され ている が、カヤの外 
という 感じで ある。オリンピック 
に出場できなくなった競なには、 
報道各社の方々の足が何となく遠 
のく ようである。 無理 もない こと 
だが……。 

こんな時こそ「異業種間交流」 

をもっと盛り上げなければならな 

>0 

V 

諸先輩からアドバィスとご支援 
をいただき、4 月より 第ーホを踏 
み出したが、私にはバルセ ロ ナ- 
オリン ピックが終わるまでの 4 ヶ 
月間がとても長く感じる每日だが、 
ホのアトランタ‘オリンピック出 
場へ向けて、蒲生、緒方両氏への 
支援、条件整備が重要でぁる。 

任期中、常にハンドボールが1 
巧でも記事に、1钞でも画面にを 
目指し両氏へ希望を託したい。 

今後とも皆様方のご支援と良き 
アドバィスをよろしくお願い申し 
上げます。 


V 














世界選手権犬を ( B グル—プ)に参加して 

前号でをお伝えしましたが、世界選手権大会 ( B ブル—プ)じ参 
加した男子ナショナルチ I ムの乂ンバーが、その遠征の感想文を菁 
せて<れました。4年後のア S ランタ五輪を目ざしてスタ — h した 
グ新生全曰本みチ—ム①初の国際大会で得たちのはた<さんあつた 
ぶラです。今後の活躍を楽しみじ見守〇たいと思います。 



私は3度(ソウル、バルセロナ、 
アトランタ)新生全日本という船 
出を経験したのですが、どの時も 
すべて模索の段階からスタ I 卜し 
て来たはずなのだが、今回ほどこ 
の言葉がうまくあてはまるチーム 
はないのでしょうか。 

百聞は一見(見る)にしかず 
百見は一考(考える)にしかず 
ち考は一行(実行する)にしかず 
百行は一効(劾果を出す)にしか 
ず 

百劾は一幸(幸福になる)にしか 

という言葉を私はある一冊の本 
を通し知ったのですが、公式国際 
試合〇試合からスタートする選手 
がチームの3分の21$上を占める 
今の全日本のが態は、まさに百聞 

は一見にしかずの段階で、見るも 

の.聞くもの•触れるもののすべ 
てが初めてのことばかりだと思う 
のです。 

たとえば、私生活の場にがても 


寝食の仕方、言葉の違い、風習、 
時差、環境など さまざま だし、ゲ 
I ムに於ても自分より W 伽 
大きい選手を相手にすることは不 
断の国内のトレーニングではその 
場面题定、条件設定をするのは非 
常に難しく、そういった点にがて 
も、「 I 見(見る)」という投資は今 
の全日本にとっての第1歩だった 
のかもしれません。 

さて本題はこの次で、「一見」と 
いう貴重な経験をした私たちがど 
う考え、国内のトレ！ニングにど 
う反映し、どう一考(考える)か 
です。選手個々の感じ方-考えホ 
の違いがさまざまなのは止む得な 
い話なのですが、せめて全員が4 
年後を目指し前向きに考えている 
という形は最低限つくり上げてい 
かなければなりません。そしてど 
う一斤奚行•行動)し、どう一 
劾(効果•結果)を出していくか 

というに つながっていくのです。 

今遠征が長期(扔日間)なこと 
もあり、途中何度も細かい約巧事 
や注意事巧を忘れてしまう選手が 
いたり、言いたい事があってもチ 


—ムの雰囲気を考えて言うタィミ 
ングを失ったりしたことなど今遠 
征での細かい反省項目は、自分自 
身と して また チ ーム としてマ トメ 
(一考)、次回合宿ではその反省項 
目に基づきトレ！ ニ ング(一 巧)し 
て 行きたいと思います。 

私は、この新生全日本になって 
からキャップ テンと いう新しい役 
割を任された訳ですが、まだまだ 
自信もなく、なお且つ若いチ^ム 
で力を充分発揮できない現実と、 
前回のチームではできたのにとい 
うギャップに腹を立て、おるとい 
う行動を遠征中何度かとってしま 
いましたが、「怒る」を「叱る」へ変 
えていくためにも、今文章を通し 
て自分自信への意識改革と、「それ 
でも俺がチ！ムを引っ張るんだ」 
という、強い発奮材料へをえてい 
けたらと考えます。 



ナショナル A 選手に認定されて 
最初の国際試合を、自分自身今ま 
で巧ったことのない ヨー ロッパに 


おいてで きたことをムから 感謝す 
るとともに、 最高の幸福と思いま 
した。しかし、今までアジアの チ 
1ムな外試合体験のない自分にと 
っては、 第1戦のオランダ チ！ ム 
とのが 戦まで不安だらけで、見え 
ないプ レッシャ— を感じていた こ 
とを 今でも はっきりと 覚えていま 
す。その緒戦をスタメンで出場。 
この 試合を きっかけに 自分の GK 
としての 未熟 さと ナショナル選手 
でぁる ことの 尊 さを 体感す ること 
で、本格的に意味のぁる遠征がス 
タートする ことに なったのです。 

オランダチームとは3試合巧い、 
結果は3敗。自分も含めメンバー 
のほとんどが外人の高さ•パワー 
•スピ ードと いったものに圧倒 さ 
れて自分の持ち味を出せないまま 
に消化してしまった感じに終りま 
した。しかし次のベルぞーチーム 
にがしては、蒲生監督が常に口に 
してる「闊争ム•点を取れ•体を 
動かせ」ということを全員で意識 
し'て行うことで互角の試合ができ 
ました。そして、チームとしても 
少しづつ外人コンプレックスがな 
くなり、何とかして勝もたいとい 
う気が強くなっていました。 

その後、ハンガリーに移動しク 
ラブチームとナショナルチームそ 
れぞれ2試合ずつ行うことで、世 
界選手権前の最終調整とし、開催 
地であるオーストリアへ乗り込み 
ました。 

いよいよ大会に突入し、気合を 


充分に入れ第1戦目の相手である 
地元オーストリアチームの待つ会 
場へ向いましたが、そこには巧戦 
チ！ムな外に観客という想像を遙 
かに超えた敵がいました。異常な 
までの声援で、すぐ近くにいる選 
手にも声で伝達できないほどでし 
た。このような状況の中でアッと 
いう間に試合も終り、またしても 
新全日本チ I ムとしての課題が増 
えたわけです。翌日は遠征前から 
必勝体制で計画立てていたアメリ 
カチームでした。この試合に勝て 
ば日本チ！ムとしては快挙である 
予選リーグ突破ということで、ず 
までにもまして入念なチェックを 
巧い臨むことで攻守共に安定した 
展開ができ、1点差で勝つことが 
できました。その後の大会結果は 
中国に引きみけただけで残りは全 
敗。1勝5敗1分という成績でし 
た。自分自身このうち2試合をス 
タメ ンで計5試合出場しましたが、 
最初に巧ったオランダ戦時と比べ 
毎試合自分の役割を試合中に冷静 
に考え、開き直れる精神をもてた 
ことでプレーの波をなくせる力を 
身につけれたように感じます。し 
かし、キープカ•指示 力と いう点 
ではまだまだ学ぶべき課題が多く、 
ョ ー ロッ パで体感したことを日本 
で修正し総合的なレベルアップを 
目指していきたいと思います。 

この1ヶ月間近い遠征を通じて 
あらゆる面でをくのことを学ぶこ 
とができました。ハンドボールの 








お術面はもちろんでずが国として、 
また多くの応援者により支えられ 
プレ—を行っている外国人の意地 
•プラィド.取組み方など。宫分 
たち全日本チームとしてもたくさ 
んのことを吸収できたと思います。 
そして、これら学んだことを忘れ 
ることなく、また忘れないために 
も、国内でのトレーニング、試合 
にナショナル選手としての自覚. 
誇り•責任をもって活動していき 
たいと思います。 



今回の世界選手権大会 《 B グル 
1プ)は、新しいメンバ—で臨み 
ました。しかも、少ない合宿しか 
組めず、現地での強化が主体とな 
りました。 

まずオランダでオランダナショ 
ナルチームを中、心としてゲ I ムを 
がいましたが、高い相手とやるの 
に慣れていないこともあって、今 
までトレ I ニングしてきたことが 
ぅまく 出せませんでした。しかし、 

ゲームを重ねるごとに相手もなめ 

あぐんだり、 トレー ニングしてき 
た。ハターンで点が取れ始め、ホ第 
に展開も良くなってきました。 

ホのハンガリーの合宿では、2 
試合を行いましたが、ハンダリ！ 
ナショナルチ I ムとはいいゲ！ム 
がで きま. した。しかし、2試合目 
は1試合目と天と地ほどの差があ 
りました。その差は、若いチ I ム 


だけに積極的に立ちおかい、勢い 
があるときは攻守ともにいいので 
すか、消極的なときにィージーな 
ミスが発生します。そこで、本大 
会に入る前に4つの目標をチ ー ム 
で立てました。 

1つは点を取りに巧く、2つ目 
は激しく当たる、 3 つ目は運動量 
を増す、 4 つ目は閱争ムを持って 
ゲームに臨む、ということです。 
これを巧うことにょってずいぶん 
ゲ I ム自体にスピ！ドが出て きま 
した。 

本大会に入って、第1試合がホ 
—ムチ—ムのォーストリアとの巧 
戦でした。この試合は、地元ォー 
ストリアを応援す る 観をの声にの 
まれていたょうな気がします。み 
んな休が動いてなく、やって求た 
プレーどころか自分のプレ—さえ 
もできていませんでした。 

しかし、第2戦の アメリヵ 戦で 
は、技術がどうだという前にみん 
なが勝ちたいという気持ちが、ミ 
スしたときも前向きで積極的なゲ 
—ムにできました。その結果、ア 

メリ々に勝つことができて準決勝 

リ—グに進出できました。 

準決勝 リー グでは、 スィス、 ブ 
ルガリアに負けはしましたが、歯 
が立たなかったということはあり 
ませんでした。ゲームを重わるご 
とに通用するものしないものがわ 
かってきたと同時に*世界々に少 
しずつ慣れてきました。そして、 
自信もついてきました。 


そして迎えた中国戦では、集中 
力が持続す るよう になりました。 
しかも立ち上がりから良く、声も 
出ていたし足も動いていました。 
このことは、1点でもり！ド~ i な 
がらゲ！ムを進めていくために出 
だしは考えていかなくてはいけな 
いということ だと思います。これ 
はアップのやり方で出だしにもつ 
ながってきます。この日のアップ 
のでは、 一人 I 人体 も気持ちもア 
ッブからゲームは始まって いると 
いう 感じのアップでした。結果は 
引き分けでしたが、いい面が多く 
出せたゲームだったと思います。 

最終戦はポーランドと戦いまし 
たが、大差で負けました。前半は 
リードしてゲ！ムを進めていたの 
ですが、ィ！ジーミスで点をあげ 
てしまった形で敗れました。 

今回の遠征は、いい部分も悪い 
部分もみんな出してきた遠征でし 
た。しかし、今回でみんなも少し 
でも早く力をつけてまた遠征をし 
たいと思つている ことと 思います。 



今回の遠征は、新生全日本にと 
つて初めての遠征といぅことでし 
た。しかも、世界選手権大会 (B 
グループ)に出場できるといぅ特 
典がきでもあリました。 

でもこの大会は、今の全日本に 
とってはオリンピック予選までの 
ほんの通過点にしか過ぎません。 


目標ではなかったのです。したが 
って、 オー ストリアに入るまでの 
日程も僕にとっては大変ハードな 
ものでした。 

そんな長期にわたる遠征の中で 
も、得たものは多かったと思いま 
す。生活面でも、ハンドボール面 
にしてもです。 

生活面では、自己管理の重要さ 
という ことを思い知らされました。 
栄養お取に関しては、食事が大幅 
じ変わることでバランスが悪くな 
リかもになります。でずから、な 
るべく好き嫌いをせず出されたも 
のを食べるようにしなくてはなり 
ません。競技によるケガにかして 
は、早めの適切な処置が必要だと 
思いました。あとは、睡眠時間を 
十分にとることか大切です。 

ハンドボ—ルの面では、国際試 
合の経験があったので驚きはしま 
せんでした。逆に、外人と試合が 
できる という ことで、楽しみな く 
らいでした。 

練習もろくにやって来ていない 
チ—ムが、国騰試合でどれだけ戦 
えるのか不安はありましたが、試 
合を消化していくうちにチ1ムら 
しくなってきて、その不ぞも次第 
に消えていきました。なかじは、 
相手チームになめられて悔しい思 
いをした こと もありました。応援 
に圧倒されて巧されるまま引き下 
がってしまった試合もありました。 

悔しい思いがほとんどでしたが、 
自分として満足できた試合が ひと 


つあります。その試合は、ハンガ 
りー ナショナルとの一戦目です。 
この試合のアップの前、团長の西 
山先生から話がありました。その 
話の内容は、昨日までの試合のア 
ップはアップになっていないし、 
あんなが態では立ち上がり動ける 
わけがない、もっとアップの とき 
にム巧数を上げるよう、心がけなさ 
い、 という ものでした。その話に 
同感したのか、その日のアップは、 
やっていても今日は何かが違うと 
思えて くる 何かが あリ ました。そ 
の日 U ホ、選手全員アップの重要 
性を巧認識し、取り組むようにな 
りました。 

試合ではもう少し練習しておけ 

ば . ということが何回となくあ 

りました。やって来たことだけで 
もと思いプレ！したのですが、思 
いどおりいったプレーはほ；とんど 
ありませんでした。失敗だらけで 
したけれどもプラス思考で考える 
と良い経験ができたと思います。 

最初に書きましたように、目標 
はアトランタ•オリンピックの予 
選です。後ろを振り返ることなく、 
常に前向きで進んでいきたいと思 
います。 



今回のョーロッパ遠征は、おじ 
とってすべてが初めての体験でし 
た。に時間かけての移動に始まり、 
長期滞在、そして何より、日の丸 











音のない体育館、誰もい 
ないグランド。そこにハ 
ンドボールという魔法が 
かかると、興奮のるつぼ 
と化してしまう。 


—瞬のまらめをと 
積極果敢な 
チヤレンジヤー 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
一。より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 
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をつけての国際試合、どれをとっ 
でも期待と不安で複雑な気持ちで 
した。そして、昨年じ月末に巧わ 
れたセレクション合宿で A チーム 
に選ばれたこと、また、今回の遠 
征に参她できたことを光栄に思い 
ました。正直言って、遠征前の2 
巧の合宿で、個人レベルチームヵ 
が向上したとは言えませんが、全 
国 7 方人のハンドボーラーの代表 
であること、 日本の代表で あるこ 
との自覚と 责化を持って今回の遠 
征に参加できたと思います。 

まず、オランダに入リ、オラン 
ダ ナショナルチ I ムとの親善試合 
を巧いましたが、これから、外国 
のチ！ムと対戦していくにあたり 
蒲生 監督から二一つのことをずって 
欲しい と 話が ありました。それは、 
I 、闢争、心(当り負けしないこと)、 
二、とにかく動くこと、そして 最 
後は点を取りにいくこと、これら 
のことを今後頭に 语 いていてほし 
いといぅことでした。そしで私た 
ちの緒戦は前半 7 が：2、後半 7 が 
9、 計；2 が巧と 負けてしまい まし 
た。 多くの 課題が 残りました が、 
それらを I つ一つ クリアし ていこ 
、っと ミ I ティング、 トレー ニング 
を繰り返し、その後の試合では、 
トレー ニングしてきた、ディフエ 
ンスからの速攻、また、引いて壁 
でずるディフ卫ンスにがする攻擧 

などが成巧する場面も見られまし 
た。 トレ I ニングの成果を出せた 
ときの 達成感は、白信につながつ 


ていったように思えますしかし、 
体力面同様に精神面の弱さも出た 
ように思います。アップでの気持 
ちのもっていき方、私生活でのあ 
リ方、反省すべき点が多くありま 
した。体格の差を身をもって知っ 
たとき、体力、精神力はこれから 
確実に上げていかなければならな 
いと 感じました。 

蒲生監督の言われる目標は、 4 
年後にあることを常に頭に置いて、 
それまでの過程を大事にしていき 
たいと思います。おは、世界選手 
権ではエントリーの W 名から外れ、 
これまでにない悔しい思いをしま 
したが、監督の言われた、目標は 
4 年後、過程を大事にするという 
ことを、他のメンバーよりも、自 
分に言い聞かせることができたと 
思います。大会の結果は。位に終 
りましたか、チームにとっても、 
私にとっても団長の言われた通り 
スタートだと思います。思うよう 
に勝てなかったこと、試合に出れ 
なかったことを忘れずに、 トレー 
ニングしていきたいと思います。 
また、日の丸をつけて大観衆の前 
でプレ！できることに感謝したい 
と思います。そして、この気持ち 
を 4 年後に必ず味わえるように頑 



今回、初めて全日本の一員に選 


ばれ、不をばかりの気持ちでこの 
ョ—ロッパ遠征に出発しました。 
若いチームにあって年齢的に上で 
あったので、おい意味での*自分 
のやりたい ように夕というつ もり 
で臨みました。 

オランダでは寒くもなく、コン 
ディション： g には最高の状態で出 
来ました。オランダナショナルと 
の 3 試合ではすべて負けてしまい 
ましたが、1試合1試合問題点が 
出て、課題が出た こと だけでも大 
きな収穫になりました。ゲーム中 
のこと から 私生活に 関する ことな 
どクリ -I しでい こうと、 前向き 
におり組めました。- 

生活面で、スポーツセンターに 
泊ったわけですが、宿泊施設も完 
備され、国家が营んでいるすばら 
しい環境があることじ驚きました。 
日本でも最近は変ってきましたが、 
まだまだスポーツじがする社会的 
な考え方を変えていかなければな 
らないのではと思いました。 

いよいよ才！ストリアへ入り、 

本大会である世界選手権 B 大会が 
始まりました。緒戦の オーストり 
ア戦ですが、地元という こと もあ 
り、体育館全体がォーストリアの 
あ援で、ゲーム中なんかは、顔を 
近づけなければ大声を出しても聞 
こえないほどで、本場の人気をあ 
らためて感じました。 

この遠征では、全部で巧試合し 
ましたが、応援のすごさが大を巧 
象に残っています。すばらしいプ 


レ ） をしたり，ケガをしても立も 
上がれば暖い巧手が 送られるので 
す。これこそ、 スポ！ ツマンシッ 
プではと思いました、ゲ I ムの手 
ごたえとしては、敗れた試合でも 
蒲生 監督の 言われた，闢争、 心々、ヴ動 
く々、"狙、っ"といぅことと、自分た 
ちがやれることをやり切れば決し 
て通用しない相手ではないといぅ 
ことを感じました。 

これからの多くの課題が出て、 
4 年後の自分たちの目標である『ア 
トランタ』への第1歩として、負 
けたときの梅やしさを忘れず、一 
つ一つを クリヤ I していきたいと 
思います。 

最後に、ハンガリ I 、才^~スト 
リアでお世話して下さったエディ 
ナさんやウ I り—さん、そして他 
のみなさんに感謝いたします。 



じ月ホに選考合宿を巧い、わず 
か2回の合宿しかできず世界選手 
権 B 大会に挑戦することじなりま 
した。出発する前から我々全日本 
はどれぐらいの力を持っているの 
か、おのハンドボールかどれぐら 
い通用するのだろぅかと興味津津 
でした。 

3 巧 5 日、成田からアムステル 
ダムへ出発の日がホた。私にとっ 
ては初めてのョ} ロッパ遠征で落 
も着きがなかったことを今でも覚 
えています。 











オランダに着いて、ホの日から 
早速、試合が組まれていました。 

が戦相手はオランダナショナルで、 
オランダとは計3試合巧いました。 

私には外人と試合した経験がほ 
んのわずかしかないため、どうし 
ていいのかわからないまま3試合 
消化してしまった と言う 感じです。 

しかし、ベルギーナショナル、 
ハンダリーナショナルと試合を行 
うたびに、チ—ムもまとまり出し 
て、ム^ — ドも良くなって来て、そ 
れにつられて自分の持も味を発揮 
するようになりました。 

世界選手権 B 大会が始まり、ョ 

1ロッパのハンドボール人気が、 
私がィメージしていたよりもはる 
かに上回っていました。が才 I ス 
トリア戦に関しては、攻撃の指示 
を出しているのに指示の惊達がで 
きなかったほどの大声援であり、 
異常に思えるぐらいの応援でした。 


今まで経験した声援に比べたら、 
日本の応援は静かなぐらいです。 
こぅいった大声援の中でプレ—が 
できたのは、とてもすばらしい経 
験を したと 思っています。 

この海外遠征で得たものが多く、 
技術面、精神面、体力面において、 
一流選手になるとすべての面にお 
いて優れ、一つ一つのプレーに余 
裕が感じられます。もちろん、そ 
のチームのゲ I ムメィクを任され 
ている、私も、全日本ではセンタ 
1をやっているので、ゲーム メィ 
クをするのですか、まだベンチか 

ら指示を受けてからコ！卜で実行 

するとい ぅケ I スがほとんどで、 
相手 DF に応じて、どんなプレー 
が通用するのか判断することが、 
監督•コ^ —チよりワンテンポ遅い。 
そういった判断能力を寒つために、 
試合観戦の時はおと同じポジシヨ 
ンの人あるいは、ゲ I ムメイクを 


している人に注目していました。 
今はまだ、監督に攻撃の指示を教 
えてもらっていますが、もっと経 
験を積んで、私が一人でゲ I ムメ 
イクが、できるょうに勉強、トレ！ 
ニングしていくつもりです。 

それと、技術面じおいては、フ 
ィンランドの3番のプレーが I を 
印象強く、いつでもシュートが巧 
てる体勢を取っているし、そのょ 
うに もっていっています。相手に 
押されても、体勢を整えてスピ！ 
ドボールを巧つことかできます。 
こういう ことは、強觀な筋力が必 
要とされます。やはり、日本人は 
外人と比べると筋力が劣っている 
ので、全日本のメンバー全員が筋 
カアップを図らなければ、今のま 
まで試合をやっても世界のトップ 
チ^~ムには勝てないと思います。 

今回の海外遠征は、いろんな強 
勉になりましたし、これからの新 
たな目標ができました。この経験 
がムダにならないように、自分の 
チ！ムに帰っても努力を続け、次 
回の遠征.合宿に、一段とパワ— 
アップして臨むつもりです。 



新生を日本がスタ—卜して初の 
国外合宿あび世界選手権 B 大会が 
3月5日から钓1ケ巧間という長 
期にわたりありました。 

国内での合宿も数少なく、ほと 
んどの選手が国際試合が初めてと 


いったょぅに若いメンバーで合宿、 
ネ大舍と臨みました。 

新生全日本と してスタートして 
この1ヶ月チ I ムの約束事などを 
決め、現在の自分たちの力量と共 
に外国のレベル、新しいことの吸 
収と常に前に向かって前進しまし 
た。 

チームの約束事として今後も重 
要な3つの目標が上げられました。 

W 闘争ん 

倒みんなで動く 

尚がむしゃらに点を取りにいく 

この目標を頭じ入れ試合に臨み 
ました。 

試合では、やはり練習不足もぁ 
りますか、外国チームの高さ、。ハ 
ヮ！に圧倒さ化た所がぁりました。 
しかし、 DF でも OF でも全日本 
チ—ムも随所にスピ—ド豊かなプ 
レーを見せ、全日本が目指すスピ 
1ディなチームができてきました。 

メンバ—も若いだけに練習や試 
合を行なっていけばいくほど新し 
いこと を吸収して大きくなってい 
つたと 思います。 

外国チ I ムの力量も今回の遠征 
でみんながつかみました。絶がに 
自分たちも同じレベルでまたそれ 
な上のレベルで戦ぅことかできる 
と感じたはずです。 

私なりに、今からの自分のを力、 
経験を積んでいけば、今までにな 
ぃ個性豊かな、スピーディなチー 
ムができ上がると思います。 

今回の遠征でいろいろと学んだ 


ことの1つに、「勝つことの難かし 
さ/勝つことの厳しさ」「勝つこと 
の楽しさ/勝つことのぅれし さ」 
などを学びました。 

試合を通して、現をの自分たち 
の力量、精神的な面など一人一人 
がわかったと思います。 

今後の課題として、目標をはっ 
きりとみ すえて練習をすること、 
もっともっと経験を積むことが今 
の若いを日本チ—ムには必要では 
ないかと思います。 

今画の遠征で学んだり、得たも 
のはたくさんあります。これは今 
後の活動じ生かしていきたいと思 
います。 



この選手権に出場するにあたっ 
て、白分はまだ、何回かョ ーロッ 
パなどのか国人選手と試合をして 
いたので、気持ち的には楽だと思 
つていましたが、いざョーロッパ 

に着き、選手権前のオランダ、ベ 
ルギ！、ハンガリ—での試合は、 
自分の気持ちを裏返すょぅな、身 
体的にも、体力的にもかなりのダ 
メ I ジを受けました。全日本の選 
手として国を代表するたいへんさ 
を身を持って感じると共に、自覚 
もだんだん芽生えてきました。 

最初のオランダでの試合から始 
まり、 なかなか1勝 目を あげる こ 
とができず、また、体の薇労もた 
まってきて、1勝目が遠くに見え、 
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勝つことの厳さを感じていました。 
また、勝てそうな試合もいくつも 
落としてしまいました。 3回の合 
宿はしたものの、選拔チ—ムでの 
合わせの練習が十分できていなか 
ったせいもあり、せり合いの試合 
ではどうしても最後に離なされて 
しまう結果が多かったように思い 
ます . 

いざォーストリアに入り、選手 
権本番前は疲れもありましたが、 

チームとしては外人相手の試合に 
もだんだん慣れ、いいが態で入る 
ことができたと思います。緒戦の 
オ ー ストリア 戦は、地元というこ 
ともあり、自分たちの思いどうり 
のプレーができず負けてしまいま 
した。このダメージが残るのが、心 
酷でしたが、思ったより残らず次 
の試合に入ることができました。 

ミ I ティングにおいても、話の内 
容もをくなり、充実していました。 

この選手権で一番に思ったのが、 
どの試合でも、波があるのですが、 
いい時の波が短かい気がしました。 
ずれているときはずれるのですが、 
いったんくずれると、立て直しが 
なかなかできない、また、1回や 
られた攻撃を再びやられてしまう、 
声がなくなると、ム I ドかをく悪 
くなってしまう、など、大くの課 
題を残す遠征とはなりましたが、 
これからが楽しみであるところむ 
多々あると思います。 

自分は、今からは技術面はさて 
おき、体力面に重点を置いてもう 


一度スタ1卜からがんげりたいと 


思います。 



今回、初めて全日本チームの I 
員としての遠征ということで不安 
でしたが、海外へは自分たちのチ 
1ムで何回か巧っていたので、多 
少は不安もやわらいではいました。 
しかし、ケヴをしていで、海外へ 
出てから初めてためしで動くとい 
うこともぁり、大変不{かでした。 

オランダ入りして、練習してみ 
て、足の感触がすごく楽だったの 
で、これはいけると思いホッとし 
ました。これからは、みんなと練 
習や試合ができると申心いました。 
、心が ワクワクして きて、もう絶が 
にケガはしないぞとんに誓い、一 
生懸命やろうという気持もがホ.第 
に高まつてきました。 

最初の国際試合に当たるオラン 
ダナショナル チ！ ムとの試合では、 
全員登録されたので、出れるチャ 
ンスがぁれば思いきりアピールし 
てやるとずごくファィトが湧いて 
きました。 

1試合目は出ることができませ 
んでしたが、2試合目は先発で出 
れることになリ、ミーティングで 
話し合ったことは何が何でもずっ 
ていく気持ちで臨みました。しか 
し、いざ試合になってみますと、 
約束事の憐のディフ卫ンスの壁づ 
くりにがしてできていなかったし、 


サイドとの一が一がアウトに才 I 
バーフェイントでなかれてディフ 
エンスが全然できていませんでし 
た。速攻で2点取ったものの途中 
でをぇられてしまい何となく自 
みにしっくりいかず反省すること 
ばかり残ってしまいました。 

これからの練習で何とかヵバ— 
していければいいなと思ったので 
すか、ケガをしていたときの練習 
不足のつけが回ってきたかのよう 
に足が動かず、周りのが態が全然 
見ぇなくなって、声も出せずぁせ 
りのが態ばかりになってしまいま 
した。 

そんな状態でハンガリ I に入り 
ましたが、自分の体が急に変にな 
ってしまい、3日間も最悪な事態 
になってしまい、自己管理につい 
てももつともつとしつかりしなく 
てはいけないと気づきました。 

才— スト リアに入り、いよいよ 
本戦の世界選手権大会になりまし 
た。みんな今までやってき たこと 
の総決算として思いきり戦おうと 
いう気持ちで臨みました。1試合 
目の地元才 I ストリア戦では、会 
場の雾國気に完全にのみ込まれて 
しまい、全くい いところ がないま 
ま負けました。予選リーグのアメ 
リヵ戦で劇的な勝利を収めました。 
初めての国際試合での1勝で、す 
ごくんに残る試合でした。準決勝 
リ—グに入って、中国に引き分け 
たものの、他の試合は良い試合は 
するものの負けてしまい、順位決 


定戦でも負けでしまった。この悔 
しさをいつまでも忘れずにムにし 
まっておき、臭かったところはも 
っと もっと 伸ばしていきたいと思 
います。 

自分は、全試合に出場して1点 
も取れていないので、次は絶がに 
取りにいきたいと思います。今回 
の遠征では、いろいろな面で勉強 
になったことがたくさんありまし 
た。 



自分はナショナルの選考合宿の 
結果ょり B チームとして 選なされ 
ましたが、今回の 3巧4 〜 gj 日ま 
での世界選手権 B グループ大会と 
ヨ1ロッパ遠征に行かせていただ 
けて とても 光栄に思っています。 

オ—ストリアの世界選手権 B グ 
ループ大会に入る前に、オランダ' 
ベルギー、ハンガリーの 3 ヶ国で 
計8試合のトレ I ニングマッチを 
巧いました。この8試合の中で新 
生を日本として唯一の巧勝利の試 
合は、ハンダリーチー.ムと巧戦し 
たときで、はじめは相手チームに 
巧されていましたが、もょつとし 
た1本のシユートからこちらのム 
I ドになり、そのムードを利用し 
て選手全員が I つになることがで 
きたので勝利を得られたと思われ 
ます。その他の試合でも勝てそぅ 
な試合がありましたが、試合をし 
ていて何かが足りなかったためじ 
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負けてしまったのだと思います。 

白分は B チ！ ムだったために、試 
合に出場する機会がほとんどふい 
のではないかと思いましたが、 8 
試合すベてお場することができま 
した。が度デイフ卫ンスとして出 
場しましたが、最初は相手にどの 
くらいの強さで当たったり、巧し 
たりしてょいのかわからなかった 
が、試合を増すごとに少しずつ感 
賞がつかめたょぅな気がしました。 

3月2日からオーストリアのネ 
大会に入ったわけでずが、予選リ 
1グの1試合目のが戦相手がォ I 
ストリアといぅ こと もあり、かな 
り不安がありました。試合は少し 
一方的になってしまいました。3 
試合目のアメリカには、勝ったの 
ですが、最後のノータイムペナル 
テイ！がゴールポストじ尝たりホ 
ッとしました。準決勝リーグと順 
怯決定で4試合を全力で戦いまし 
た。今回の6大会とョ|ロッパ遠 
征を経験し、自みにとっていろい 
ろと学ぶことが多くありました。 
外人と試合をし、自分は筋力がな 
いこと がわかりました。この経験 
をこれからの練習に生かしていけ 
るようじ頑張っていきたいと思い 
ます。 



おは、海外遠征は韓国しか巧つ 
たことがなく、全日本で世界選手 
権 ( B グル！プ)大会のためョー 


ロッパに巧けることを知り、期待 
に胸をふくらませていました。出 
発前に大学の先生や仲間が激励し 
てくれましたので、何か一つでも 
私にとってプラス材料を持って帰 
国できるょうにとんに誓い、成巧 
空港から出発しました。 

オランダに着いて、午後から時 
差ボケをなくすために練習でとに 
かく体を動かしました。私が思っ 
ているほど時差はなくてをんしま 
した。翌日の夜、オランダナ ショ 
ナルチ I ムとの交流試合のために 
バスでスポーツホ ー ルまで移動し 
ました。 

試合を行う前に、チ I ムの云つ 
の基本方針を決めました。一つ、 
当たり負けをしないこと(闢志)、 
一つ、とにかく体を勤かす(運動 
力 )、I つ、がむしゃらに点をとり 
にいく (シユ —卜を 化う)。これら 
が蒲生監督から選手への約束でし 
た。おは元気がぁるので全日本選 
手になれたと思っていますので、 
とにかく外国人に体当たりしてい 
こうと思いました。第1戦は、負 
けはしましたが思ったほど外国人 
パワ1は感じませんでした。 2戦 
目は、パワ！をまじまじと感じさ 
せられました。ポストでボールを 
もらってシユ ートを 巧ったら々ッ 
卜されるは、ディフ卫ンスの下を 
走ろうとしても反則され、つかま 
れたりして走れなかったり、デイ 
フ卫ンスでは相手との1巧1で巧 
し'込まれたり、フオロ—に行って 


も吹き飛ばされるし、基礎体力の 
なさと、追試などでベストコンデ 
ィションでなかったことを反省し 
ました。 

おは全日本の I 員としての責任 
感が足りなかったのでは……。ゲ 
1ムの前にスタッフから、このよ 
ぅな恵まれたが況の中でゲームが 
できるのはごく一部しかいないこ 
とを聞かされて、全日本としての 
1試合のまみを教えられ、出発前 
とは大きくおの気持ちが変わり、 
いい加減なことはできないと思い 
ました。 

世界選手権大会じなってからは、 
1度しかユニフォームを着れませ 
んでしたが、アップのときに元気 
を出して盛り上げたり、他のチー 
ムの研究やスタンドでの応援も自 
覚をもってできるよぅになりまし 
た。ヨーロッパへ来てたくさんの 
ナショナルチームとが戦しました 
が、雲の上のを在とは感じません 
でした。私も計画的にトレーニン 
グをやり、体重を増やしても今の 
スピードで動ければ、十分にが応 
できると身をもってわかりました。 

日本人と外国人の差は、。ハワー 
だけだと思いがちですが、他にも 
あると 思います。私は、プロフエ 
ッショナルとアマチュアの違いだ 
と実感しました。他の国のナショ 
ナルプレ I ャ I は、 I 本のパスや 
シュートに自分や家族の生活がか 
かっているので、ハン グリー 精神 
を 持って いると 感じました。しか 


し、我々も每試合かつつもりで戦 
つているのに、なぜだろう、やは 
り窮鼠猫をかむという話があるが、 
それなのだろうか。私は金銭だけ 
でない、ハンドボールに対するプ 
ロフェツシヨナルに我々がなるこ 
とが世界に近づけることだと思い 
ます。 



この遠征に参加するにあたって、 
出発する前に自分で目標を立てて 
遠征に参加しました。その目標は、 
試合に出場したら、自分の持ち味 
である速攻でをりまわるといぅこ 
とです。 

しかし、オランダでの試合は、 
自分のミスで体調を整えることが 
できず、試合に出場できずに終り 
ました。そして、ベルギー戦から 
試合で使っていただき、その後も 
最後の試合まで使っていただき、 
いろいろ勉強になりました。その 
中での感想は、まずディフェンス 
です。自分の一番の課題で ある デ 
ィフェンスの甘さがもろに出たと 
思いました。 I 番できなかったの 
がが度のアウト割りに巧するかけ 
ひきです。寄らなくてもいいとき 
に寄ったり、なかれてきているの 
に寄れなかったりと、、っまくいか 
なかったことばかりでした。 

一が一巧で抜かれる場面もたく 
さんありました。デイフェンスで 
ずれないと、合分の目標である速 


攻にも出ることができないので、 
日頃の練習でも、日本人ではなく 
外国人とやつていることを頭に入 
れて取り組みたいと思います。 

攻撃では、通用するプレーもい 
くつかあつたと思いました。八の 
型からの真下のポストなどは結構 
走れる場面が多かつたように思い 
ます。股下の。ハスなどは、外人相 
手でも十分通ると思いました。自 
分が恐れてパスできなかつた場面 
が多かつたので、もつとパスの練 
習をしていくつもりです。それ U 
外では、自分がポストに入つてダ 
ブルポストに入つた場合に十分な 
化霞がとれなかつたので、ポスト 
に入る練習も必要だと感じました。 

しかし、シユ—卜に関しては、 

自みの思つた よリよく シユートか 
入つたのは自分自身自信がつきま 
した。走りこめて自分の間合でシ 
ユ！卜が巧てると、結構入るもの 
だと思いました。しかし、スピー 
ドのないシユ I 卜や変化しないで 
単発で巧つたシユートは、必ずデ 
イフェンスの腕に当たるか、キ— 
パーに止められるかでした。これ 
からの練習では、常に自分の問合 
でプレ—してシユ1卜確率を上げ 
るよう にこころがけます。 

最後に、速攻という点では、う 
まく継げば十か通用すると思いま 
ず。速攻で点が取れているときは 
I チ-—ムのムードもよく、ディフェ 
ンスのリズムもいいと思いました。 

を体の感想としては、決して勝 
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日本が'生んだ世界の ボール 

日本ハンドボール協会おを巧 ( J - H - A ) 


[巧 


ミムレス/ザ H 


タチ々ラのハンドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中を製法です。 

jap 巧,わ 百巧まを社 


でない相手ではないというのが 
番感じたことです。 


宇多村誠 

私たち選手团は、世界選手権 B 
に参加するために 3 月日日成田を 
旅ぶちました。6日から試合のた 
め飛行機の中では寝ている人がた 
くさん いました。着いてすぐ練習 
をやりました。ほとんどの人の化 
が動いていなかったょうに思えま 
した。明日は、こっちにホて最初 
の試合(オランダ)戦ということで 
ミーティングをやったけど、どん 
.な選手がいるのか全くわかりませ 
んでした。それから 3 日間、オラ 
ンダナショナルチ I ムとやりまし 
たが全敗、みんな驚いた表情でし 
た。 

それからべルギ！チーム、ハン 
ダリ ー で 4 位のクラブチ ー ム とや 
りました。結果はまずまずの所で 
した。そして 3 巧；5日、ハンガリ 
I G 化のクラブチ ー ム とやり まし 
た。自分はメンバ—の中に入りお 
場させてもらい前半は出なかった 
もの、後半になって出て立て続け 
にロングを2本決めました。その 
時 チ！ ムが負けていたので、自分 
が決めてチームを明るくさせれば、 
，絶巧に勝つというん構えを持って 
•いたと い、フ こと。そして2点差で 
滕ち勝利を手にしましたが内容も 
けっこう良かったように思えまし 
た。 


そして、ハン ガリー ナショナル 
チ I ムと試合をしました。店倒的 
な強さを見せつけられましたが、 
こういう強いチ—ムと試合をやれ 
ば、それだけ力がつき、世界選手 
権ではいい成績が取れると思いま 
した。予選グループは、ォースト 
リア、アメリヵ、フィンランドで 
した。特じォ1ストリア戦、を場 
の観客は3千人ぐらいで、日本の 
応援というものは一人もいません 
でした。試合やつてる最中、フォ 
— メーションの指示を 出そうと し 
たけど会場がうるさくて結局は何 
もできず負けてしまつたこと。 

そして、 アメリヵに 1点差で勝 
ち予選グループを通つたこと、こ 
れは今まで全日本でもなかつたと 
いう話がありました。準決勝リー 
グ3試合巧いました。その中でブ 
ルガリア戦は試合を捨てたみたい 
でした。後半残り何分かしりませ 
ん、速攻のパスミスから相手に得 
点された という ことです。中国戦 
は辛くも引きみけでした。最後、 
順位決定戦はポーランド。全日本 
は、前半最初は良かつたのですが、 
中盤に入つてからは得点できず負 
けてしまいました。 

結局世界選手権は^::^位。みんな、 
そして初めて参加した自分も良く 
やつたと思います。目標は、アト 
ランタ.オリンピック。それまで 
数々の試合があるけれど気を引き 
しめて最初から出直しです。それ 
まで特に体の巧をつくっていきた 


いと思う次第です。 



自分は大学の試験のため3月5 
日に出発できず2；日から遠征に参 
加することになりました。；日に 
ハンガリーで全日本と合流したわ 
けですが、みんな空港まで出迎ぇ 
てくれてうれしかったのですが、 
顔を合わせた時"渡れているなあク 
と感じました。畏旅や連戦でみん 
なおれているけど少しでも自分が 
役に立てればという気持ちになり 
ました。今年になってできた全日 
本で、言ってみれば、ただの寄せ 
集めのチ I ムでどこまでやれるか 
という不をもありました。 

3月 W 日からハンガリーでナシ 
ョナルチームと2試合やりました。 
第1戦目、負けはしましたが思っ 
たな上にムードは悪くないなあと 
感じました。そして、自分は後か 
ら来て2試合しかやってないし、 
フォーメ I ションも全くわからな 
いし、自分のプレーはできないし、 
2^日からの世界選手権は試合に出 
るのは無理かなと思っていました。 
しかし試合に出ていくうちに少し 
でも足を引っ張らないょうに、1 
点でも多く取らなければと思うの 
ですが、思ぇば思うほどはまって 
いきました。 

予選り I グ第1戦は地元ォ I ス 
トリアで、初めて味わう世界選手 
権という何か得体の知れないもの 


におそわれ、，気がついた時には試 
合は終ってました。 そう やって右 
も左もわからない まま 時間だけが 
過ぎ、予選リーグ、フィンランド、 
アメリカと終え、アメリカにやっ 
と勝つことができました。これで 
準決勝リーグに進めたわけですが、 
自分の、心ば曇っていました。それ 
は自分のプレーができなかったか 
らです。大学でやっていることが 
まるでできなかったし、簡単なミ 
スはするし、相手が外人だからと 
言えばそれまでですがどうしても 
わかりませんでした。 

そして準決勝リーグに入ったわ 
けですが、自分の気持ちは予選り 
1 グで乗ることかできませんでし 
た。 I つ勝てば順位が2つ上がる 
とわかっていながら自分のプレ— 
はできない、チ—ムは勝てないと 
いう始末でした。準決勝リーグ最 
終戦は中国で、同じアジアという 
ことで今まで1^上に勝ち気でした。 
良いゲームができ、引き分けまし 
たが、引き分けは引き分け、アジ 
アのナンバ！ワンになるためにも 
1点でもいいから勝らたかったで 
す。これで U 位、じ位決定戦に進 
み、ポーランドとやったけど負け 
て結局^::3位でした。スタッフは数 
年来順位決定に出たことはなかっ 
たと言いますが、中国が上にいる 
というのもむかつくけど試合は勝 
負事、自.分のプレーかでき、勝ち 
たかったです。 
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島田房二巧 


笛を 吹こぅ」 等もっとも基本的な 
こと だけでした。 

試合は無事終了し、満足とは言 
えないが、今の自分たちの力は出 
せたのではないかなと思います。 

終了後、すぐにユ！ゴのステフ 
ァン(中国のアジア選手権で知っ 
た)が握手をしながら「おかった、 
選ばれる よ」 と言ってくれたこと、 
デンマ1クのクリステンセンが 
「広島より上手になっている。小 
さい問題はあるが、試合を体はよ 
く コント ロールされていた」とア 
ドバィスをしてくれて大変有難く 
思いました。 

4 日目の午前中にク I 。ハ！テス 
卜があり、私たちは U 分で問題な 
く 走れましたが、 3 人が 2200 



m を走れずに2日後に再テストで 
合格。フランスの一人は、足の状 
態が悪いといぅことで走りません 
でしたが、 5月に行なわれるフラ 
ンス国際大会中じ P 民 C メンバ3 
立ち会いのもとにテストをするそ 
、っです。 

ク ー パ ー テストと ぺ ‘— パ ーテス 
卜の基準は^^下のとおりです。 

◊クーパーテスト 
2400 m W ポイント 
230 om 8ポイント 
2200 m 6ポイント 
な下 OUT 

◊ぺーパーテスト 
加点 巧ポイント 
gj 点 巧ポイント 
挑点 53ポイント 
点 U ポイント 
洗点 W ポイント 
巧点 9ポイント 
^点 8ポイント 
?3点：5下 OUT 
最終日の講習が終わりすベての 
日程を消化したのちエリアス氏が 
「今日の9時にバルセロナの審判 
を発表す る」 と言ったときは、緊 
張しました。9時までの2時間は 
何とも 言えない緊張の連続でした。 
全員が食堂に揃っているところへ 
P 民 C のメンバ I が入場し、アル 
ファベット 順に オリンピック 参加 
のノミネート国を読み上げられ、 
JAPAN と言われたときは思わ 
ず二人して身震いをしてしまいま 
した。そのときのデンマーク、ュ 


1ゴ、ドイツの人たちの私たちを 
見る目は本当に喜んでくれていま 
した。アメリカは辞退し、アルゼ 
ンチンは経済的理由で斷わるとい 
ぅョーロッパな外の審判がかない 
といぅ好条件はありましたが、過 
まに A 選手権やオリンピックに参 
加している審判員と同じ場で審査 
されたことは、大変有意義な経験 
となりました。 

残念ながら第一補欠になってし 
まったチェコの審判員が、涙をた 
めながらも握手をホめてきたとき 
には、これからの責任を痛感しま 
した。 

尚、参加国は0ベルザ—、ブル 
ガリア、0デンマ I ク、エジプト、 
0スペイン、0フランス、0ドイ 
ツ、オランダ、ハンガリ1、アイ 
スランド、0日本、0リトアニア 
•独立国家共同体、ルクセンブル 
グ、0ノルウェー、〇ポ I ランド、 

0 スウ卫 1 デン、0 スイス、チ卫 
コス ロバキア、〇ユ 1ゴス ラビア 
である (0 印はオリンピック出場)。 

最後じなりましたが、出発に際 
し日本協会の皆様はじめ、諸先輩 
の暖かいご援助とご芳志にがしお 
礼申し上げます。また、我々のた 
めに献身的なご指導をいただきま 
した大塚審判長に感謝し、トップ 
レフ卫リークリニックの 経過報告 
とさせていたたきます。 

尚、クリニックの具体的内容は 
後日審判委員会に報告させていた 
たきます。 


昨年秋の広島でのアジア選手権 
では、残念ながら日本の男女チー 
ムは韓国に敗れ、バルセロナ•才 
リン ピックの出場はなくなって し 
まいましな 

その時、我々審判巧もオリンピ 
ックの道が閉ざされたと思いまし 
た。なぜならば、1989年のデ 
ンマークにおける世界 B か子選手 
権の後 P 民 C のエリアス氏から「技 
術的には問題がないが、チ1ムが 
A の選手権の出場権を得られなか 
ったので、残念だが A の選手権に 
呼ぶ ことは できない」と言われた 
ことを 思い出したからです。 

私たちは、広島での選手権にエ 
リアス巧がホ日されるのを聞き、 
審判にもオリンピックの道が開け 
ると思い、他の国の審判に負けな 
いよぅに頑張ろぅと話し合いまし 
た。 

しかし、オリンピックの出場権 
が取れなかったことじより、「ま 
た、韓国に先を越されるな」と悔 
しい思いをしていました。 

しかし、思いもかけず3巧のは 
じめ、1992のオリンピックゲ 
I ムのためのレフエリ I クリニ 
ックじ招待するという手紙をもら 
い、その中におたちが目標にして 
ぃたデンマ1クのクリステンセン 
•ヨンゲンセンやュ I ゴのシュテ 


ファン•ヘルベルトの名前と一緒 
に後藤•島田の名前を見付けたと 
きは、日本の審判もやっと世界の 
仲間入りができたなと感激しまし 
た。これも、今までの諸先輩の祭 
力と、広島でのアジア大会に出場 
した岡本.清水と川島•森の両ぺ 
アを含め日本の審判員が、忠実に 
PRC からの伝達をずって審判技 
術を研いてきた結果だと思ってお 
ります。 

クリニックへの参加が決まって 
から、私たちは英文のルールブッ 
クの見直しや試験問題の検討、さ 
らに技術確認のため、関東学連り 
!グの審判等、あわただしい出発 
前の準備でした。 

4 月 巧 日にスペイン •マドリッ 
ドに到着し、 S 日午前中から3試 
合の実技試験、午後は午前中の試 
合の反省と講習。翌日からは午前 
中 (9 時から1時まで)国立の体 
育大学でのぺ I パー試験と講習。 
午後は3時 W 々出発の5時頃から 
3試合の実技試験といぅ全く化む 
暇のないクリニックでした。 

おたちの 実技試験は、2日目の 
第一試合でドイツがアメリカの試 
合を担耸し、試合前に二人で確認 
したことは「はつきりとした事実 
を正確に判定しょぅ。方向指示を 
ダイレクトに。 ふだんつ とおりの 


トップレフ H リークリニックに参加して 

後藤登/島田房二 
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1514131110 9 8 7 6 5 4 3 212 


なを制す/ 


日本ハンドボール協を檢定工場 
圃際体操連强を式競技認定品製造工場 
日本体操協を器械器具檢定工場 
国際体操連盟を式競な認定品製造工場 


スポーツスピリット 

体育施設の総合 乂ーカ ー 

の 臟化パ州長春館 

本社工場/広島県福山巿引野巧 5 T 目4番23号 干721電話 (0849)41-0230 齡 
大阪ま店/大阪府八尾ホ若林巧 ITS 70-1 干581電話け 729) が-巧80 ㈱ 

営業巧/束化営業が名古屋實業巧福岡営業戸斤 


末吉和子(埼玉栄) 

お田佳代子(浦和実) 
川上一一一佳(浦和実) 
瀬戸純子(浦和実) 

相倉美樹 (川口 青陵) 
中 巧 亜由美 (川口 青障) 
山崎俊子(埼玉栄) 

ま田友美(埼玉栄) 
井口佳子(伊奈総合) 
江連千絵(伊奈総合) 
長を川深雪(小松原か) 
蓮沼昭美(小松原か) 
五十腻巧子(西武台) 
款义千英(浦和市立) 


◊試合結果 
《男子〉 

埼玉選おの 
埼玉選拔巧 
埼玉選お记 
埼玉選な？：5 

《女子〉 

埼玉選な巧 
埼玉選な？2 
埼玉選な W 
埼玉選抜の 


\4 I 0- 
11 

L !. 

5 I 4 
11 

〇 18 
1 1 

- 3 I 3. 
1 1 

9__2 
1 1 

2 — 5 
1 1 

で9 


S—2 

-8— n . 

じ—9 

•5 12 
1 1 

UI6 


巧 


台中体育 
専科学校 


扣大甲高校 
稲 江 


巧 




商業高校 
台化体育 
専科学校 


台中体育 
専科学校 
敬 用 
商工高校 
台北体育 
専科学校 
基 隆 
女子高校 



この遠征中には、台湾協会の温 
先生、林先生をはじめとする大勢 
の役員の方々と時間を割き深夜ま 
で多くの話し合いをもてたことは 
大きな収穫といえよう。 

多化な中、おどもの遠征に協力 
いただきました台湾協会の方々に 


ムょリ感謝申し上げる次第である。 

資金、日程等問題もあるが、若 
いずを伸ばし、ムも体も豊かなた 
くましい生徒の育成の一かとなれ 
ばと願い、常に前向きに祭力をし 
ていく所存である。 



◊遠征メンバ— 

団長 遠藤健み 
副面長上久保重ホ 
総務 岩ネ 明 
山巧克彥 
±屋雅男 
栗加 正 
渡'辺和弘 
〔男子チ I ム〕 

監督 田中英俊 


11チ池田 


勝 


選手 


諸橋 
石丸 
古田 
須藤 
須藤 
大邑 
小山 
化川 
山 口 


英幸(浦和学院) 
じ 石丸雅章(浦和実) 

W 古田 隆(川口化) 
武志(浦巧学院) 
良彥(浦和学院) 
正晃(浦和学院) 
あ樹(浦和学院) 
茂雄(浦和学院) 
喜也(浦和実) 

8 佐々原博之(川口化) 

9 藤井 妥農大一二) 

W 川部義一(埼玉東) 
n 宮崎武彥(浦和南) 

U 柳沢大介(川口青陵) 

- U 長原光彦(浦和西) 
〔女子チ—ム〕 

監督 宮崎 昭 
コ I チ小か I 夫 
選手 

1 伊藤みゆき(浦和実) 
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指導委員会より- 

公認コーチ (八 ンドボ-ル • C 級コ-チ) 養成講習舍要項 

ハンドボールの発展を考える t き、指導者の育成は重要かつ急務のこととなってわります。現を 
の、あるいは将来のハンドボールのリーダーを育てる意味にわいて各都道府误で1名受講していた 
だきますようわ願い申し上げます。概略は次のとおりです。 

し 講習 内容 （資格 取得のための教科） 

◎共通教科（財）日本倚:育協を 

スポーツ ー般の' じ、 理学、医学、 トレーニング 科学、指導理論等 
◎専門教科（財）日本ハンドボール協を 

ハンドボールの技術、戦術、体力、指導法に関する理論 t 実践 
2. 講習会の 日提 

◎共通教科（体育系大学卒業尘は免除措置があります） 

◊集合教育（スクーリング） 

原則 t して所属ブロックで受講する力ぞ、日程の都合により他を場を選択しても良い 


〔前期〕 

9 H 110 

(金）〜15日 

(火） 

田沢湖青少年 


9月19日 

(止）〜23日 

(水） 

南紀青少年 


9月24日 

(木）〜28日 

(巧） 

湯布院青少年 

〔後期） 

2月10日 

(水）〜14日 

(日） 

田沢湖青少年 


2巧5曰 

(を）〜9日 

(火） 

南紀青少年 


1巧14日 

(木）〜18曰 

(巧） 

湯布院青少年 


◊通信教育 10巧から12巧3ヶ月 

◎専門教科 


◊集合教育 平成4年7巧22日（水）〜28日（火） 

◊場 所 東京オリンピック記念青少年総合セ ンター 

受講有効期限は3年 t し、をの間に共通科目、専門科目を終了すること期限内未修了者は受講者 
t しての権利を喪失する。 

3. 推薦の対象 

3-1 年齡制限22歳な上 

都道府填協を推薦 

3-2 都道府県協をの指導的立場の指導者 

3-3 都道府県協会で推薦できる若手の指導者 

日本協を推薦 

3 — 4 強イヒ部スタッフ 

3 — 5 日本リーグスタッフ 

3 — 6 ナショナルスタッフ 

3—7 をの他 

4. 募集人員 
約50名 

5. 経費 

5— 1 講習舍参加費用（共通教科：18,000円、専門教科： 20,000円） 

5 — 2 共通教科、専門教科の集合教育の宿沾費については補助する。 
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ちっと大さな声で 
夢を語りあ L 、たいな 


黃义同特殊鋪 


本社〒が0名古屋巿中区錦 I -11-18 (興銀ビル） 
TEL (052) 201—5111 
支社東ま 支店大阪 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険'。を 
大同特殊鋼は大切じしたいと思います。 
夢を語りあいたい . あなたと。 




—パ—シュ—卜をちせてほし I 、。 

巧みがけ部エッジの傾斜が‘、スパイラルソールが、そして Of ゲルが、果敌な攻 fi を巧能にする。 


ぉをスカイハンド⑩ジャパンび - S なま THH 711 

メーヵ-ホ望小壳価な¥16,000(沿'費税巧き） 

カラー/ ■ホワイト X® レッド.マリンブルー•ホワイトX姐!マリンブル ー. レッド 


るま THH 7" 


サイズ/ 22. 5 -29.0cm 


び猫 


mm 


アシックスは 

才 y ンピックキャンぺーンの 
オフィシサルスポンサーでず。 


a 脱. 

ATHLETIC SHOES 


#がかでぐ八り/ 7] ■巧。。。じつし、てのも'巧い合わせは巧ま会なァシックス消•腾ホ巧該をまでどうぞ。デ扣〇巧戸ホ中央区を島中巧7了目IをI TE し(078) 303-2233( 寺用） .（078) 如 3-3 の3(大巧表） 
/ソノ/八干削ままおさ田区撕 MT 目10をII号 TEL (03) 3624- 18け(ま用) •(03)3624-2221( 大巧ま）■吸は㈱アシックスの登録商括です。 
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曰曰〇伎城 

野野各、 

台台口成西 

ツ 

ク 

23棄 32 37 


大修大 
崎徳崎 


ク ク 

28 30 23 25 24 27 1己41 


紅狄紅 
葉 葉 
川 蓬川 


本本曰 
大 

所所二 


大大 
森森 
東東 


深深條 

保保南 

化 

東東 

川川崎 

谷を平 

園 


d 調富調 駒駒学 

布壬布 大 

黒 化森化 大大付 


I 

II 


I I 1 
814 8 


1 I I 
10121目 


I I 

1916 


権権 


I I 1 

141517 


13 


I 

権12権 


I 1 

7 3 



白 

白 

巣 

田 

田 

広 

広 




姑館姑 

ィ|、、 ロロ ィ 1、、 



鴨 

臨 

鴨 

て 

卫 

尾 

尾 


富墨富 化化南 蒲蒲青 昭福昭 

田 參多參 和 和 

dr Jl | ± 摩摩摩 田田山 一生 一 


8 1312 7 9 8 1310 4 17 814 915 5 権権11 権権3 131110 13 6 


豊璧光 桜小桜 小武小 わ駒わ 錦錦東 大大江 忠日あ 武武 
多多 美平美 大 蔵蔵 
摩摩丘 林南林 平蔵平 並込並 城城和 泉泉化 生旣生 丘丘 


10 権権4 8 6 6 111217 12 3 7 1010 3 181612 18 9 8 118 5 115 


科技学園 棄 
0けブロック 
葛飾野 が 
葛飾野 W 
北 園 S 
0こブロック 

震村山東 W 
震巧山ち 
南 平；2 

0さブロック 

早 実？：3 

早卖棄 

條崎棄 

0しブロック 

片食お 

片 含が 

東海大营生 の 

0すブロック 

新 宿？3 

新 宿^ 

学大が ^ 

0せブロック 

東大和南 別 

お大和南 ^ 

富 壬森 9 

0そブロック 

上野 U 


武工大附 が 
0のブロック 
羽 村 U 
羽 村？3 

-tan 8 

i 3 

0はブロック 
安田学園 巧 
安田学園 棄 
巣鴨棄 

0ひブロック 

井草？^ 
井草 棄 
搭水商 棄 

0ふブロック 

中大附 ^ 
中大附 ^ 
福 生 W 

0へブロック 
江戸川 巧 
江戸川 W 
青山 K 

0ほブロック 
南 辟 S 3 


府中西 


武蔵野化 

久留米 

武蔵野化 


南 瞬 
南多摩 
0 ま ブロッ 
小 岩 
小 岩 
墨田川 
0みブロッ 

八王子東 
八王子東 
小金井化 


0むブロック 
城化学園 


久留米西 

田 無 

久留米西 

伎 成 


秋留台 
科技学園 
秋留台 


東海大菅生 

山 崎 

山 崎 


をを都忌校新人大会 

(日程、場所不明) 

《男子〉 

▼予選リーグ 

0あブロック 

開 成 お一 4 

開 成 で7 

获蓬 別 I W 

0いブロック 

清 瀬 バム 

0 ぅ ブロック 

世田谷エ 

世田をエ 

修徳 巧 — 8 

0えブロック 

砂 川 n—9 

砂 川； 512 

久留米 の一 6 

0おブロック 

筑波大騎場 ^—u 

筑波大前場 

日大一二 

0かブロック 

東村山 53— じ 

お村山 の 16 

田 無 巧 

0きブロック 

城 西 


上野 
目 黒 
0たブロ 

府中 
府中 
日 野 
0ちブロ 
青山学院 
青山学院 
江 化 

0つブロ 

神代 
神代 
東大和 

0てブロ 

早大学院 
早大学院 
駒 込 

0とブロ 

府中お 
府中東 
武蔵 
0なブロ 
永 山 
、氷山 
小平南 

0じブロ 
農大！ 

農大一. 
光丘 
0ぬブロ 
国立 

國立 

創 価 

0わブロ 

石神井 


wi 


ツク 


，ク 


ツク 


5 

4 — 
2 

3 — 

Y 

3 

2 — 
化— 

\ 

挑— 

^1 


ツク 


5 

3! 

6 — 

犯| 


ツク 


ツク 


5 

2 I 

で 
目 j 

f 

6 — 


ツク 


ツク 


ツク 


如— 

で 

/ 

で 

棄 

棄 

8 — 


桜水商 
南 
南 


小金井化 
秋 川 
か 川 

西 


創 価 

武蔵村山 

武蔵村山 

武工大附 


る化の太を結果から 


城化学園 両 国 
両国 S—U 西 
0めブロック 

專大付 淵 江 
専大付 雪 を 
雪 谷 巧 IU 淵 江 
▼•み勝トーナメント1回戦 
世田谷エ 化 清 瀬 
東巧山 ^—n 城 西 
武蔵巧山東 葛飾野 
早 実 巧片 含 
府中 MI 9 上 爵 
早大学院 ^—8 府中東 
国立 SI 4 石神井 
安田学園 羽 村 
中大附 WI 7 江戸川 
八王子東 — 城が学園 
►’ 2回戦 

明 星 ^ — 7 開 成 
世田をエ の tw 砂 川 
筑波大駒場 東村山 
成 城 219 日骄台 

一二 鷹 S ム武養山東 
新 宿 條 崎 
府中 東大和南 
立 川 青山学院 
日体荘原 巧— 7 神 代 
永 山 巧—化 早大学院 
農大 I の|2^ 国立 
東京 WI 4 巣 鴨 
国分寺 gj — 巧 井 草 
中大附 巧—2：南既 
八王子東 小 岩 
拓大一 お— 9 専大せ 
►’ 3 回戦 

巧 星 ^—7 世田をエ 
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おお上 
水水 
商商邸 


回 

国巧目 保戦福 墨 

大 西西田 

立一黒 谷 生 川 


本本立 日羽日 白白学 小武小 
教野野 大 

所所女：台ホホ台 賴区 I 付 平蔵平 


五五調 一広一 
ホ 

商商化 商尾商 


国府園 

わ杉淵 

南 

雪東雪 

分中み 




寺東寺 

並並だ 

平 

谷京谷 


ねば D は巧張 D 気力は化力 



キ才 

'■" V - を'::''よい 



L もち^ 


効能•効果 

参溢ま強化舉 虚弱体質 _ __ 

眷肉体療労•病後の体 力低下.胃腸居害•卖赛障童_ 

•発熱’ 性消规ま疾患 • 妊娠按乳期などの場奋の栄を補給 


キ 3- L 才 E 1/ し7化3シ]パ] 


W 場方(製霞说ゴ言な 

つつブ巧 ， 

* ネし幌 011(747)2166* 東を03 (3293) 3351 * 錦1052 (971)5901 
■大阪邮 （4 郎）8901♦に是082 (264) 4116#福岡092(が1 ) 7382 


成 城 
一二 膺 
立 川 
日体を原 
農大一 
中大附 
八王子東 

筑波大駒場 
新 宿 

永 山 

国分寺 

府 中 

東 京 

府 中 

じ明 星 


文大わ並 糾 —3 田 無 
久留米西 じ—7 富 ± 
南 既 SI 7 小 岩 
神 代 江戸川 
お神井 じ IW 白梅学園 
日 醉 棄権 豊多摩 
菊 華 ^18 府 中 
井 草 UI6 八王子東 
富±森 UI 3 大 崎 
▼ 3 回戦 

藤村か ^—2 砂 W 
武蔵野か 2212 伎成女 
文大わ並 — 4 久留米西 
八雲学園 212 東大和 
日体桜華 Mi 6 神 代 
日 野 WI 7 石神井 
菊 華 813 弁 草 
江東商 WI 7 富壬森 
► 4 回戦 

藤巧女 ^18 お蔵野か 
文大杉並 Ui 6 八雲学園 
日体桜華 715 日 野 
江東商 SI 7 菊 華 
►準決勝 

文大わ並 ^ — ^ 藤村か 
江東商 WI 2 日体桜華 
▼3 位決定戦 

藤村か UI 9 日体桜華 
▼決勝 

江東商 W ^3文大ゎ並 


第目回巧東离校選巧大会 

(2 月8、9日/埼玉県立スポー 
ッ研修センター体育館ほか) 

《男子》 


桐 朋 
小金井化 
小金井化 

日大二 
豊多摩 
蒲 田 

共立第二 
武蔵な東 
共立第二 

農大一 
青山学院 
農大一 

東奠菅生 
農 業 
農業 


鶴 川 
武蔵野化 
武蔵野化 

府中東 
文華女 
府中東 


南 骄 

東大和南 

南 野 


ON ブロック 
石神井 WI7 
石神井 棄権 
上野 棄権 

00ブロック 

白梅学園 SI6 
白梅学園 SI6 
桐 朋 ^ — 8 
OP ブロック 

奥多摩 915 
蒲 田 413 
日大二 で 7 

OQ ブロック 

麻 中 KIG 
府 中 WI 3 
武蔵村山東 916 
OR ブロック 
井 草 813 
井 草 515 
青山学院 916 

OS ブロック 

八王子東 ^—6 
八王子東 棄権 
東海大菅生 棄権 
OT ブロック 

大商 8 — 5 
大埼 9 — 6 
墨田川 713 

OU ブロック 
富+1森 の11 
▼決勝トーナメント1 

富 壬 U—S 

マ2回戦 

砂 川 巧 —6 

皎成か ？3 — 3 

武蔵野ホ ^16 


0巨ブロック 
国 立 ^18 
園 立 81 5 
鶴 川 412 
0 F ブロック 

田 無 WI 5 
田 無 717 
文華か S 2 I 5 

OG ブロック 

保 を nl5 
保 を KI 6 
武 蔵 ^—n 
OH ブロック 
富 ± じ一日 
富 ± 棄権 
学大付 棄権 

01ブロック 

久留米西 2316 
久留米西 別— 5 
羽 村 W —9 

OJ ブロック 

小 岩 ^—9 

小 岩 2315 

立教か M I H 

OK ブロック 

東大和 ^—5 

東大が が—6 

東大和南 ^15 

OL ブロック 

江戸川 wf 2 

江戸川 じ一1 

広 尾 巧—1 

OM ブロック 

神代 で1 

神代 で1 

調ホ化 6:‘5 


筑波大駒場 

新 宿 じ IU 
府 中 
永 山 

東 京 巧 
固分寺 2—げ 
巧大 I ^iu 

▼ 4 回戦 

明 星 如115 

府 中 ^ — 7 

東 京 W 16 

巧大一 ^13 

マ準決勝 

明 星 お—巧 

拓大！ ^—n 

▼ 3 位決定戦 

東 京 の一 2； 

マ 決勝 

拓大 I S fg —8 

714 

《女子〉 

▼予選りーグ 

OA ブロック 

目 黒 812 

目 黒 8 i 8 

東 京 513 

OB ブロック 

砂 川 ut ^ 

OC ブロック 

伎成ホ が—2 

伎成か 棄権 

淵 江 棄権 

OD ブロック 

拓大一 じ 

妬大一 YW 

府中東 Wi 7 
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衣知西刈幸 
立尾を 
台東実化田 


岡刈 S 岡 
崎 崎 

東谷河西 


岡岡豊豊幸 
崎崎田 
東商東田田 



■JUKI 

Mind&Technology 

JUKI は、を义化を創造します D 

_ JUKI 惊巧含社〒182東京都調布ホ国領巧 8-2-1 ち話:のあ34抑-""(巧） 

工業用ミシンアバレルシステム機器皮まち物機器ま庭用ミシンを電製品家庭用品を子産業装置項子機器 


西 屋 
西尾東 
ま M 
一二 好 
高 浜 
- 色 

刈をエ 
豊野 
岡崎エ 
安城東 
を城南 
岡崎化 

豊田化 

を 城 


碧 南 
碧南ェ 


刈 を 
一二 河 
岡崎東 

ニー 河 

岡崎東 
岡崎東 

岡 崎 
豊田南 
豊 田 
豊田南 
豊 田 
豊 田 


- 色 
西尾東 
ま 良 
知 立 
刈を化 
を城南 
刈を 
を 城 
碧 南 
知立東 


岡崎城西 

豊 田 化 — U 
豊田南 化 —8 

岡 崎 Y 2 

▼日〜8位決定戦 
岡崎西 716 
岡崎西 ^3 —じ 
岡崎西 別—：3 
刈 を 

刈 谷 UIU 
三 河 じ 
▼決勝リーグ 
岡崎城西 ^—8 
岡崎城西 姑—8 
岡崎城西 ％—7 
岡 崎 巧 —7 
岡 崎 2 —S 
豊田南 
C 女子〉 

▼1 回戦 

幸 田 ^16 
衣 台 SI4 
當田 ^ I 3 
岡崎商 w !6 

岡崎東 -6 

豊田化 W —1 
岡崎化 814 
岡 崎 uln 
ぞ城東 ^—6 
西 尾 U — 3 
▼ 2 回戦 

一二 好 把—1 
衣 台 巧 17 
豊 野 nl3 
を城学園 ^—6 
豊田南 パ— 7 


^がお富校新人大会 

◎西 111 巧支部予選 
<男子> 

マ1回戦 

刈をエ uln 
豊野 で5 
岡崎西 ^ — 6 
豊 田 の — W 
岡崎エ の [4 
安城東 ^—n 
一二 河 

を城南 5217 

岡崎化 巧 （6 
刈を Too 
岡崎東 

苗ぶ田化 ^ — 2 

安城 巧—7 
マ2回戦 

岡崎城西 W —1 
岡崎西 2 — W 
豊田 gs — 巧 
一二 河 ^ — 7 
豊田南 

刈 谷 UI 9 

岡崎東 巧—巧 

3 P T C 2 

岡 崎 

▼ 3 回戦 


水海道二 江東商 
ザ決勝 

昭和学院2； ^ 8川崎化 



▼予選りーグ 
OA ブロック 

止浦日大 ^1^ 日 川 
(茨城) (山梨) 
浦和学院 巧 —5:^ 止滞日大 
(埼玉) 

浦和学院 日 川 
〔順位〕①浦が学院②止浦日大③ 

日川 

OB ブロック 

凹学院栃木 W—S 富 岡 

(栃木) (群馬) 

ホ 川 別 IU 国学院が木 

手葉) 

市 川 巧 In 富 岡 

〔順位〕①市川②国学院栃木③富 

岡 

※骗和学院、市 W は全国選な大会 

に出場。 

▼代表決定リーグ 

王浦日大 富 岡 

国学院栃木 w—w 日 川 

日 川 M I W 富 岡 

止浦日大 の—^:: 国学院栃木 

〔順’位〕，①±浦日大②国学院栃木 

③目川④富岡 

游±沛日大、国学院栃木は全国選 

な大会に出場。 

V 決勝トーナメント1回戦 

横お商工 巧 拓大一 

(神奈川) (東京) 

滞が学院 巧 IW 市 川 

▼ 3 位決定戦 

巧 川 ： S — 巧 巧大】 

▼.巧勝 


横お商工の —1 _化浦和学院 

甲8」 

《女子〉 

▼予選りーグ 
OA ブロック 

昭和学院 W — 3 滿和実 

(千萎 蓋) 

浦和実 ^ — ^ 日 川 
(山梨) 

昭和学院 の一9 日 川 
〔順位；！①昭和学院②浦和実③日 

OB ブロック 

水海道二 栃木商 

i) (雲) 

水海道二 S — 巧 群馬か 

S 曼 

栃木商 群馬女 
〔順位〕①水海道二②栃木商⑤群 

馬女 

※昭和学院、水海道二は全国選抜 

大会に出場。 

▼代表決定り ー グ 

群馬か 巧浦和実 

栃木商 巧—:2 日 川 

群馬か 日 川 

栃木商 浦和実 

〔順位〕①栃木商②群馬か③浦和 

実④日川 

^栃木商、群馬女は全国選拔大会 

に出場。 

►決勝卜！ナメント1回戟 

川崎化 ^ — 8 江東商 

(神奈川) (東京) 

昭和学院 Mi9 水海道二 

▼3 位決定戦 
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平新江西一稲一佐蟹一尾マ^◎岡をを 

宮沢宮織宮（^享養崎攀攀 

和川南春化東エエ江南化選 V 支西園園 

部 

予 

181814 2115 2214 21101414 選1115 9 

11111111111 III 

5 612 2012131213 5 6 6 610 9 


惟曰亨含星同 

麗 

信進栄を城朋 


西木稲尾 - -津 

营沢 宮宮 

春川東西 宮南商島 


一五丹蟹 平江西一稲-尾 

宮沢宮宮 

宮条羽江 和南春北東ェ南化 


尾江美五 
化南和条 


岡岡豊衣 西を豊 
崎 城田 

崎化野台 尾東北 


若富 昭熱名東向高瑞日 中南鳴中同 
宮 g 進川 

商田 和田南郷陽蔵陵西 商陽海村朋 


中 向 名向 日中 日松中天 南 

南進 進 緑 

京 陽 ェ陽 西村 西蔭村白 陽 


新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素材が求められます。 

常に新しし、技術で新しし、夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製鍋。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつみてゆきます。 



明日の素がをみつめる 

@0新製 I 脚 

^ ままが千け田区がの巧 

(巧国おビル）巧 03-3126-55 り干1加 


岡崎北 814 
岡 崎 513 
岡崎西 の一1 
▼ 3回戦 

一二 好な-8 
を城学園 ^—n 
豊田南 巧12 
岡崎西 W 14 
▼5 〜8位決定戦 
豊 骄 巧— 9‘ 

豊野 で7 

豊 野 2-8 

瞬 晦 81 5 

岡 崎 

岡崎化 ul ^ 

►決勝リ—グ 

一二 好 n—9 

一二 好 n—5 

一二 好 化—6 


蟹 江 
I 宮か 

I 宮か 

二呂興道 


熱 田 
名市エ 
鳴 海 
名商大か 


名城大附 
東 郷 
豊 明 

名古屋南 

瑞 陵 

昭 和 


佐織工 
新 川 

新 川 

犬山南 


一宮西 

新 川 

小牧南 

岩 倉 

I 宮化 

犬山南 

津島東 

津島か 


岡 崎 
岡崎化 

衣 台 

岡崎化 

衣 台 

衣 台 

安城学園 

岡崎西 

豊田南 

岡崎西 

豊田南 

豐田南 


起工 

犬 山 

一宮西 

稲 沢 

津 島 

岩 倉 

美 和 

二呂興道 

尾 西 

津島東 

弥 富 


日進西 化 Is 

中京 で5 

ザ3回戦 

桜 台 Mln 
向陽 Yn 
名南エ 化— 9 
中 京 別 
マ 目位決定戦 
天 白 ^ — 8 
松 蔭 817 
►準決勝 

お 台 ％ 19 
中 京 別— ^ 
マ 3 位決定戦 
名南エ WI9 
►決勝 
桜 台 
《ホ子〉 

▼1 回戦 

日進西 挑—2 
高 蔵 で 9 
45^ 場 9 — 3 
東郷 ^ — 5 
昭 和 916 

▼ 2 回戦 

名短が fn 
富 田 ^ — 6 
若宮商 WI 7 
天 白 ^ — 7 
松 蔭 巧 ）8 
惟信 

桜 台 W 1 4 
東海女 WI 1 

▼ 3 回戦 

名短付 撕 — 9 
天 白 MI6 


I 宮興道 M 14 
木曾川 巧— 5 
西 春 ^ — 4 
こ呂か じ—6 
マ3 回戦 

佐 屋 n —6 
蟹 江 nl6 
】宮興道 巧 iu 
I 宮ホ ^ — 4 
▼準決勝 

佐屋 ^18 
I 宮興道 ^—5 
▼3 位決定戦 
蟹 江 UIU 
マ決勝 

佐 屋 ^ — 7 

◎を南支部予選会 

八男子〉 

►1 回戦 
名城大附 

東 郷 ^12 

中 村 で S 

豊明 ^—n 
向 陽 ^1^ 
瑞 陵 ^1^ 
松 蔭 ^In 
昭 和 

緑 で6 
南 陽 
►’2 回戦 
鞍 台 
天 白 
中 村 

向陽 巧—糾 

名南エ で6 

松 蔭 で9 


マ2回戦 

小牧南 の）5 
蟹 '江 ^16 
佐織工 M — 5 
丹 羽 茲 — 2 
五 条 巧！7 
犬山南 ^ — 3 
新 川 WIS 
I 宮 KI 8 
▼ 3 回戦 

小牧南 化—2 
佐織工 W — じ 
犬山南 ^ — 8 
新 川 919 
▼準決勝 

小牧南 巧 —S 
犬山南 巧—9 
►3 位決を戦 
佐織工 別 
►決勝 

小牧南 W —2 

《ホ子》 

ザ1回戦 

五 条 じ—5 

美 和 じ—8 

江 南 UI 1 

尾 化 5313 

島 7 — 4 

木曾川 巧—4 

一宮南 913 

一 宮 8 — 3 

►•2回戦 

佐屋 W —1 

尾 西 の—5 

蟹 江 816 

稲沢東 巧—1 
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明旭西巿長 

陵ェ久づヒ 
和野商芸手 


14161615 


武 

阿 

阿半 

東 

半 

横 

東 


久 

久田 

海 

田 

須 


茜 

比 

比東 

商 

商 

賀 

浦 


12 20 2010 6 14 16 21 5131414 6118 61012 7 


瀬千瀬 

東 

千 

春千 

戸 



曰 

西種戸 

海 

種 

井種 


23 14 20 8 13101110 


半 

半 

半武 

横阿常 

田 

田 

田 

須久滑 

東 

て 

エ豊 

賀化化 


淑明西市長 春 

陵エ久化且^ 
徳和商墓手 東 



USAIfl 


大崎電気工業株式含な 

東京都品" I 区東五反田トト7干141 
TEL .03 (3443)7171 FAX •日3 (3447) 5844 


春日井南 

淑徳 

►’2 回戦 


▼-3回戦 
愛 知 
千 補 
春曰井 
東 海 


►’ 5〜8 戦 
春日井 W 
高蔵寺 が 
▼ 7 位決定戦 
春日井南 ^ 
►•5 位決定戦 
春日井東 §3 


2 P T C 1 

2318 槽 山 

SI 22 名 東 

915 瀬戸化 

不戦勝 春日井商 

巧—6 高蔵寺 

?7 東 邦 

が— 9 名古屋商 

WI 8 名古屋西 


大 府 
常滑化 

知 タタ 

知多東 
常 滑 
東海南 
桃 陵 


巿邮で 

愛知商 S — 
緑丘商 巧 I 
春日井 T 
旭野 ^ — 
春日井南 wi 
中京女 W I 

▼ 3 回戰 

菊 里 2 — 
緑丘商 の— 
春日井 巧— 
中京女 パ ー 

▼ 5〜8 位戦 
市邮 の- 

旭野で 

▼ 7 位決定戦 

愛知商 で 

▼ 5 位決定戦 

旭野で 

▼準決勝 

緑丘商 の一 
中京ホ 9^1 
► 3 位決定戦 
を日井 
►決勝 

中京女 で 

◎知多支部予選 
《男す》 


▼準決勝 

愛知 で1 
東海 甲 S 

▼ 3 位決定戦 
春日井 2 i ;2 
マ決勝 

愛知 別— 9 

《女子〉 

▼1 回戰 

菊 里 WIS 

市邮 ^ I 9 

春日井東 UIU 


国 府 
豊橋商 


市 邮 
愛知商 
旭 野 
春日井南 

愛知商 
春日井南 

春日井南 

市 郎 

菊 里 
春日并 

菊 里 

緑丘商 


知多東 
東 浦 
東海南 

知 を 

大 府 

大府東 


で1回戦 

大府東 UIU 
常滑化 U — 9 

武 豊 不戦勝 

i 3 C 8 3 

、一 t 日多 1 1 

横須賀 2219 

► 2回戦 

半田 挑 IW 


春日井東 
春日井南 
明 和 
島蔵寺 

春日蓄 

司 n 
巧 ホ 

明 和 

高蔵寺 


菊 里 春日井西 

3 P T C 2 


武 豊 MI 6 
半田東 WI 2 
半田エ 拍—じ 
▼準決勝 

半 田 U — 4 
半田東 
▼3 位決定戦 
武 豊 巧— 8 
▼決勝 

キ 田 K 123 
《ホ子〉 

▼1 固戦 

東 浦 パ— 3 
横須賀 巧 IU 
半田東 巧 io 
武 豊 UI 2 
半苗商 ^16 
東海商 ^ — 4 

阿久比 7-4 

▼ 2回戦 

半 田 W — 8 
半田東 WI 3 
武 豊 ^ — 5 
阿久比 n—9 
►準決勝 

半 田 n —3 
武 豊 UI 3 
マ3 位決定戦 
半田東 9 I 3 
マ決勝 

半 田 巧 iw 
◎東 III 河支部予選 
《男子〉 

►1 回戦 
豊橋東 

豊 丘 ^—n 


松 蔭 惟 信 
東海女 化 —7 模 台 
►’5 • 6 位決定戦 
富 田 ^16 若宮商 
桜 台 巧 IW 惟 信 
マ 準決勝 

名短か §15 天 白 
東海女 ^15 松 蔭 
►3 位決定戦 

天 白 n—9 松 薩 

▼決勝 

名短か お IU 東海か 

◎を化ち部予選 

《男子〉 

▼1 回戦 

旭 丘 別 IW 名大か 

市工芸 §3— 日 瀬戸化 

春日井東 の春日井西 

千 種 春日丘 

東邦 の— 7 名古屋西 

旭 野？ S -2 長久手 

瀬戸 化 

瀬戸西 栄 徳 

明 和 uiw 名 東 

東海 の— ^^ 菊 里 

東山エ 愛知エ 

山 田 別—巧 春日井エ 

▼ 2 回戦 

愛 知 化—8 旭丘 

春日井東 の— ^ 巿工芸 

千 種％ —7 東 邦 

春日井南 U — 化 旭 野 

春日井 MI 8 瀬戸 

明 和 ^ — ^ 瀬戸西 

東海 ^In 東山エ 

高蔵寺 山 田 
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天名千春豊蒲 
商 日田郡 
白ェ種井南東 


時豊豊豊 豊豊新御 
習橋 橋 橋橋城 
館ェ丘東 南西東津 


豊御晴新 豊豊蒲 
橋 習城 橋 

西津館東 丘東郡 


9 201416 819 161615 42 1114 28 1119 27 2417 21 26 26 20 26 2419 29 21 

I I I I 1 i I I i I [II I I I I I i 1111 1111 

8 71010 8 7 210 810 9 8 8 1012 714 915 10 91613 915 612 



Syunune 

なホを化 S 男： 

服装文化の発展とともに 

S 景グノンープは、企業の使命感 t 創造の精神を礎に、 

不断の歩みを続けています。 

株式会社 兰景 

本社 a (03)322 l -88 ll 干 I 日1高ま初千れ田区巧巧4一7—2サンライン结7ビル 


愛 知 
岡崎西 
► 2 回戦 
岡崎城西 
豐田南 
春曰井 
小牧南 
中京 
東 海 
愛知 
桜 台 
T 回戦 
岡崎城西 
小牧南 
中京 


天 白 一宮女 
半田 豊橋商 
W — 5 国 府 
的—5 菊 里 
5319 松 蔭 

心 19 岡崎西 
U — 3 春日井 
江 
白 


豐田南 
を城学園 
緑丘商 
▼ 2 回戦 
名短付 
桜 台 
中京女 

佐屋 巧— ^:^ 


東海女 
豐田南 
安城学園 
一二 好 
▼.3回戦 
名短付 
佐屋 
東海か 
一二 好 
▼決勝り 
名短付 
東海女 


—グ 


Y 4 

Mln 

YW 

k — 8 

お—5 

で U 

別 16 

で4 

9 1 
2 1 

319 


蟹 

天 

キ 西 
一宮輿道 
富 田 
緑丘商 

桜 台 
中京女 
豊田南 
安城学園 


佐 

一二 


屋 

好 


名短付 巧 iw 東海か 
一二 好 化 — U 佐屋 
名短付 一二 好 
東海か 佐屋 
〔順位〕①名短が②東海女③一二好 
④佐屋 


第 S 回坡を—巧選手権 


(1月巧、 is 、 の、が日/岐阜メ 

モリア ル センタ！ 第二体育館) 

《-般男子〉 

マ1回戦 

岐阜大 棄権サンケミカル 


バウハウス‘么—^^ 

丸栄 

日本耐酸場 ^—9 
アシスト 岐阜巧—；2 
伊吹ク 
▼ 2 回戦 

市岐阜商ク WI 8 
岐阜西ク wiw 
岐阜教員 巧 IK 
日本耐酸場 

▼準決勝 
岐阜商ク 

岐阜教員 2^—巧 
►，決勝 


岐阜教員の 

《-が女子〉 

▼1 固戦 
高山ク 
岐阜大 
▼準決勝 
高山ク 
岐阜教員 
▼決勝 


岐阜教員の 

《高校男子> 

►1 回戦 
大垣エ 
大垣南 
県岐阜商 
市岐阜商 
海 津 


w!6 
n—6 

5 1 
1 1 

8 I 〇 
11 

， n—c ’ 

で 


7 —6 

2 1 

^1じ 

で8 

別13 


高山ク 

羽島化ク 
一二洋電気 
岐阜南ク 

アシスト 岐阜 
伊吹ク 
岐阜大 

バウハウス 

丸栄 

岐阜西ク 
日本耐酸場 


の市岐商ク 


大垣女ク 
三洋電気 

こうよう会 
岐阜大 

W 高山ク 


岐阜化 
各務原東 
す 化 
高山ェ 
中京商 


巧—2 も 崎 
巧— 9 武 豊 
如 — U 半田東 
Y ? 半田 
2122 豊川エ 

S ム 豊 田 

§3 — 5 向 陽 
一二を水産 

SIK 蒲郡東 
2 — じ 佐織工 
处犬山南 
千 種 
^ — 6 名南エ 
— じ 天 白 
お一 7 新 川 
%[6 岡崎西 

抑—8 豊田南 
春日井 
東 海 


愛知 桜 台 

決勝りーグ 

岡蹄城西 wiu 小牧南 

中 京 愛 知 

中 京 巧|^2 岡崎城西 

愛知 の122 小牧南 

愛 知 化 IU 岡崎城西 

中 京 小牧南 

〔順位〕①中京②愛知③岡崎城西 

④小牧南 

《女子〉 

►1 回戦 

岡蹄西 £217 豊橋南 

春日井 の [£; 武 豊 

蟹 汪 S - 9 半田東 


豊川エ 

一一一谷水産 

桜 丘 

三谷水産 

桜を 

桜 丘 


豊橋商 

豊橋南 

蒲郡東 

豊橋南 

蒲郡東 

蒲郡東 


一一一谷水産 
桜 丘 
豊橋エ 
蒲郡東 

▼ 2 回戦 
豊川エ 
一二谷水産 
桜 丘 
蒲郡東 
▼決勝り 

蒲郡東 

蒲郡東 

蒲郡東 

豊川エ 

豊川エ 

ニーを水産 

《ホ子〉 

T 回戦 

豊橋南 

御 津 

豊橋西 

▼ 2 回戦 

豊橋商 

豊橋南 

蒲郡東 

国 府 

▼決勝り 

国 府 

国 府 

国 府 

豊橋商 

豊橋商 

豊橋南 

◎県大会 

《男子〉 

▼ 1回戦 
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瑞郡加海 


浪上納津 


各斐大羽 

震垣島 

西太女化 


斐海大大 郡 
垣垣 

太津南ェ 山 


玉真 
辟備 


指導委員含からのお知らせ 


公認 コーチの 新制度 資格への 移行 じついて 

すでにご存知のこととは思いますが、日本体育協をでは、昭和63 
年より新しい指導者制度を発足させてわります。これに伴い日本ハ 
ンドボール協をにわいてら.、平成元年9巧に事業認定を受け、平成 
2年度には第1回目の C 級コーチ養成講習をを実施致しました。 

新制度発をじがい、旧制度にわける上級コーチ、コーチ（スポー 
ット レーナーし2級）の資格は優先的に新制度を格に移行するこ 
とができます。つきましてはな下のようなを件が必要であります。 

〇旧資格登録者であるこ t 

(旧資格登録期限切れの方は、旧制度に於て再登録を斤う必要があ 
ります） 

すでに多くの方々は移行を致しま したが、 前回なんらかの事情で、 
もれた方が少なからずみえます。この措置は事業認定を受けた日か 
ら5年の間に行わないと資恪が消滅し、いろいろなメリットも失わ 
れてしまいます。個々の方々には日本協をよりご案内致しますので、 
漏れのないようわ願いいたします。 

住戸斤変更などで連絡の届かない方は、日本協をまでわ申しおくだ 
.さい。 

なわ、実績顕著な方で、日本体育協をの審査基準に適合される方 
は、日本協全推薦じより、上級コーチより A 級コーチに、コーチカ， 
ら B 級コーチに昇格移行できます。 

C 級ス ポーッ 指導員養成講習会修了者 じついて 
を認ハンドボー ル 指導者の養成 じついて は317号に て 報告いたしまし 
たが、この度山梨県にわける修了者が報告されましたので、修了者 
のわ名前を掲載いたします。 

水越日出夫-笠井邦彦-渝井俊彦•菊島巧-蓮田正典.古屋浩幸 
•田进和夫.菊島裕次•中が達彦.八田政久•依田久.小沢な 
-大が美雪-矢沢恵美子-新を幸司.辻昌彦 


A 4 版84ぺージ•カラーぺージにスーパーショット葡載/ 

月刊誌乂ポ-ツイペント八ンド ボール 
毎月呂〇曰全国書店にて発売中/ 

1 冊 ¥60 日 年間購読 （1 年間12冊.:¥7,200/半年間6 冊- ¥3,600) 

㈱ スポーツイベント 〒 I0J 東京都千代田区神田小川町卜9川上ビル 3F 巧 03-294-5231 がり 


高 山 
県岐阜商 

U 富田ホ 


県岐阜商 
岐阜東 

M ボ岐阜商 


西大寺 
古城池 

総社南 
岡山エ 
含敷南 
理大附属 

東岡エ 
ま 備 

東岡ェ 


7倉敷ェ 


海 津 

加 納 917 
県岐阜商 ^—2 
瑞 浪 ^ — 9 
▼ 2 回戦 

富田か ^ — 8 
高 山 パ— 9 
県岐阜商 

養ちか商 化—9 
▼準決勝 

富田か Y 3 
養老ホ商 巧—8 
▼決勝 

養老女商？^ 


斐 太 
▼ 2回戦 

岐阜西エ W—9 
県岐阜商 ^—6 
巿岐阜商 の i7 
岐阜東 
▼準決勝 

岐阜西エ 916 
市岐阜商 UI 6 

▼決勝 

^-4 

岐阜西エ巧 619 

2——1 

<离校女子〉 

►.1回戦 


児 島 
総社南 
倉敷天城 
倉敷，商 

西大寺 
玉野化南 

西大寺 
2倉敷中央 


理大附属 

吉 備 でに 
► 2 回戦 

総 れでァ 

東岡エ u—w 
倉敷エ W — 8 
吉 備 ^ — 2 
►準決勝 

総 社で S 

倉敷エ H 19 

▼ 3 位決定戦 

ま 備 nIn 
3 P X C 1 

►決勝 

総 杜 W ^712 

9——5 

《ホ子〉 

▼1 回戦 

化 島 UI 8 
倉敷商 WI 6 

▼ 2 回戦 

総 社 巧—日 
西大寺 6 I 4 
倉敷中央 口 I 8 
玉野化お 2212 
▼準決勝 

総 社 918 
倉敷中央 UIW 

▼ 3 位決定戦 
光南 巧—7 
►決勝 

総 装「718 

6 I 5 
2 P T C 1 



第な回岡记 A ちお室内遇す巧 


(1 月 K、 2^日/岡山県体育館) 
《男子〉 

▼1 回戦 

総 社 甲 S 関西 
総社南；2|巧 倉敷天城 
東岡エ S2i9 操 山 
岡山エ nln 水島エ 
資敷エ ^ — 9 津山エ 
會敷南 nIn 玉野光南 
3 P T C 1 
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人がいて、街があって、童かなせをがあり、快適な生活がある。 

そんな化たちのくらしも、そク、調巧をめざす巧巧の力でまえられている A ですね。 

上の給は、小学6年生の CG (コンビュータ•グラフィック）アーチスト、 

龍•东大介くんがないてくれた「ロボット•ハウス」 

おうち全巧がロボットになっていて、どこにでも巧けるんですって。 

巧の、次の世紀くらいかな。こんなロボットが大活罹する曰だって、杂るかも知れません。 
夢を見る力。夢を叶える力。未来へ、つづく。日立です 

ロボット•八ウス魚お通だい。 


人と巧術の理想をめざす 

Interface 


每株式を社曰立製作所 


(お)日本ハンドボール協会編 

『ハンドボ I ル』 


第二ーニ〇号 


昭和四十年六月セ’平成四年五月二十六日が刷 
第一二種郵便物認可平成四年六月一日発斤 


柬 i 巧都おを区がリ-—一 i j 
電話代表 ( w ) 二 ー ニ六一 
が替東京六—五 A 三四八を 


編集兼 
発行人 


中澤重夫 


定価一二百五拾 m 
/年間購読料^ 
ご一一千一二百円 y 



















